
目

国
有
企
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る

米
国
商
務
省
の
初
期
の
対
応

自

巴

根

六五四三二一次

は
じ
め
に

は
じ
め
に

完
全
返
却
論

完
全
残
情
論

無
差
別
完
全
残
留
論

部
分
残
留
論

お
わ
り
に

一
九
八
五
年
以
降
、
欧
州
資
本
主
義
諸
問
に
お
い
て
、
特
に
基
幹
産

業
と
さ
れ
て
き
た
鉄
鋼
分
野
の
国
有
企
業
の
民
営
化
は
本
格
化
し
た
。

民
営
化
の
結
果
、
国
有
食
業
の
経
営
体
制
の
下
で
補
助
金
に
頼
っ
て
生

き
延
び
て
い
た
欧
州
鉄
錦
産
業
の
競
争
力
の
顕
著
な
回
復
と
噌
強
は
、

米
閣
内
の
鉄
鋼
産
業
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
一
九
九
三
年
か
ら
、

米
国
商
務
省
(
以
下
商
務
省
)
は
、
民
営
化
以
前
悶
省
鉄
鋼
企
業
に
交

付
さ
れ
た
補
助
金
が
国
有
企
業
の
民
営
化
後
も
引
き
続
き
民
営
化
企
業

に
残
開
削
し
て
い
る
と
主
張
し
、
民
営
化
企
業
の
対
米
輸
出
産
品
に
相
殺

関
税
を
斌
課
す
る
こ
と
を
始
め
た
。
そ
れ
以
降
、
民
営
化
企
業
に
賦
剤
師



筑
波
法
政
第
一
一
一
ト
凶
号
(
ニ
O
O
一
一
一
)

さ
れ
る
相
殺
関
税
の
適
法
性
を
め
ぐ
っ
て
、
欧
米
関
で
長
期
的
に
対
立

が
続
き
、
数
多
く
の
貿
易
紛
争
を
誘
発
し
た
。
現
在
も
こ
の
問
題
は
完

全
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

補
助
金
・
相
殺
関
税
の
法
的
問
題
の
中
で
も
、
原
補
助
金
の
残
留
を

越
市
開
と
し
た
民
営
化
企
業
に
賦
課
す
る
相
殺
関
税
は
、
国
有
企
業
財
産

の
売
却
と
企
業
所
有
権
の
譲
渡
と
い
っ
た
複
雑
な
現
象
と
交
錯
し
て
い

る
ゆ
え
に
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
課
題
で
あ
り
、
詳
し
く
研
究
す
る
偏

値
が
あ
る
。
本
論
文
は
、
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
が
表
街

化
し
た
最
初
の
事
件
か
ら
、
民
営
化
問
題
に
対
応
す
る
商
務
省
の
基
本

的
方
針
(
部
分
残
留
論
)
が
定
着
す
る
ま
で
の
商
務
省
の
対
策
の
変
遷

を
考
察
し
、
当
問
題
を
全
般
的
に
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

完
全
返
却
論

商
務
省
が
閏
有
金
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題

(
勺
号
血
管
邑
S
B
S
E
E
5
5
2
)
に
初
め
て
直
面
し
た
の
は
、
一
九
八

九
年
、
メ
キ
シ
コ
石
灰
産
口
聞
に
相
殺
関
税
を
賦
課
し
て
い
た
商
務
省
の

行
政
決
定
に
つ
い
て
、
メ
キ
シ
コ
政
府
か
ら
見
渡
し
の
要
請
を
受
け
た

と
き
で
あ
っ
た
。
当
時
、
商
務
省
は
ど
の
よ
う
な
立
場
で
問
題
解
決
に

臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
例
は
、
民
営
化
企
業
に
賦
課
す
る
相

殺
関
税
問
題
に
関
す
る
最
初
の
事
例
と
し
て
注
目
す
る
に
値
す
る
。

二
一
一
一
O

一
、
国
有
企
業

ω
S
O
S一
の
民
営
化

的

0
5
2
-
は
、
石
灰
産
口
聞
を
生
産
す
る
メ
キ
シ
コ
の
鴎
有
企
業
で
あ
っ

た
。
…
九
八
三
年
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
政
府
は
国
有
企
業
の
経
営
合
理
化

お
よ
び
民
営
化
計
画
に
着
手
し
、
一
九
八
六
年
、

r
g
n曲
目
を
民
間
企

業
切
。
ョ

g
R
E
に
売
却
し
た
。
切
。
ヨ
百
円

N
E
は
、
∞

OEos-の
一
O
O
%

の
株
式
及
び
当
社
の
全
財
産
を
買
収
す
る
と
同
時
に
、

rEos-の
抱

え
る
銀
行
債
務
(
メ
キ
シ
コ
政
府
が
引
き
受
け
た
)
を
除
く
全
て
の
債

務
を
引
き
受
け
た
。

一
九
八
四
年
十
一
月
、
商
務
省
は
、
当
時
間
有
企
業
で
あ
っ
た
∞

g守

g}
を
対
象
に
相
殺
関
税
調
査
を
行
い
、
メ
キ
シ
コ
政
府
が
∞

ogn即日

に
補
助
金
を
交
付
し
た
と
決
定
し
て
、
印
。
=
。

s-の
対
米
輸
出
石
灰
産

口
聞
に
五
五
・
八
九
%
の
柏
殺
関
税
を
賦
課
し
て
い
た
。
∞

OEos-の
民

営
化
後
、
メ
キ
シ
コ
政
府
は
商
務
省
に
対
し
て
、
相
殺
関
税
決
定
後
の

事
情
の
変
化
(
民
営
化
の
達
成
)
を
理
由
に
、
一
九
八
四
年
の
相
殺
関

税
決
定
の
見
直
し
と
∞

S
C患
に
賦
課
し
て
い
た
高
額
な
相
殺
関
税
を

撤
廃
す
る
こ
と
を
婆
求
し
て
き
た
。

具
体
的
に
、
メ
キ
シ
コ
政
府
は
商
務
省
に
対
し
て
、
回
。
ョ
-ENF
に

よ
る
∞

gon巳
の
買
収
取
引
(
民
営
化
)
は
独
立
当
事
者
間
取
引
で
行

わ
れ
た
か
否
か
、
民
営
化
が
独
立
当
事
者
間
取
引
で
行
わ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
∞

O
E出
向
島
に
賦
課
す
る
相
殺
関
税
の
撤
闘
を
要
求
す

る
正
当
な
理
由
に
な
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
を
要

請
し
た
。



二
、
商
務
省
の
対
応

メ
キ
シ
コ
政
府
か
ら
相
殺
関
税
決
定
の
見
直
し
の
要
請
を
受
け
た
あ

と
、
商
務
筏
は
見
臨
し
決
定
を
行
う
際
、
的

5
5
2一
の
民
営
化
を
次
の

よ
う
に
分
析
し
た
。

川
民
営
化
の
内
容
と
方
法

商
務
省
は
、
∞
c
z
c
g一
の
資
収
契
約
と
取
引
の
内
容
を
調
資
し
て
、

m
c
g
g一
の
所
有
権
が
記
念
に
政
府
の
手
か
ら
民
間
食
業
∞
。
E
Z
N
E

に
移
転
し
、
間
有
企
業
と
し
て
∞

S
O
S
}
は
実
際
に
消
滅
し
た
こ
と
を

一
日
)

確
認
し
た
。

∞
C
E
S一
の
日
民
営
化
の
内
符
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
商
務
省
は
民

営
化
の
達
成
方
法
に
も
配
慮
し
、
印
。
=cnhw一
の
売
却
は
開
放
的
、
競
争

的
入
札
手
続

(
8
g
'
S
S
H
E
-
C
5
主
主
↑
呂
田
】
『
2
2出
)
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
こ
と
は
、
買
収
お
が
光
却
対
象
の
市
場
側
格
を
支
払
っ
た
こ
と
を

裏
付
け
る
震
波
な
一
社
拠
に
な
る
と
考
え
て
、
複
数
の
入
札
者
の
中
か
ら

∞
2
3
5
R
E
が
務
札
に
成
功
し
た
こ
と
は
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
を
反
映
す

る
も
の
と
認
め
た

η

同
民
営
化
と
原
補
助
金
と
の
関
係

商
務
省
は
、
印
。
ロ
cnp-
の
純
価
値
に
影
響
を
与
え
る
諸
削
究
家
に
つ
い

て
分
析
を
行
い
、
次
の
間
点
を
確
認
し
た
、
ま
ず
、
一
九
八
二
年
か
ら

一
九
八
六
年
に
か
け
て
政
府
が
交
付
し
た
補
助
金
は
ぎ
コ
去
と
の
悩
依

を
高
め
る
効
采
を
有
す
る
。
次
に
、
的
2
0
2
}
の
銀
行
債
務
を
政
府
が

引
き
受
け
た
こ
と
も
売
却
時
の
出
C
E
R
P
一
の
純
価
偵
を
高
め
る
効
果
を

有
す
る
っ
さ
ら
に
、
民
営
化
の
時
点
で
残
っ
て
い
た
未
払
い
の
僚
務
は

ぎ

2
2己
の
純
価
偵
を
減
少
さ
せ
る
。
最
後
に
、
原
補
助
金
と
企
業
の

純
価
値
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ぎ
ロ

CE-
の
受
け
た
過
去
の
補
助
金
は

売
却
時
の
悶
有
企
業
の
純
価
僚
に
以
映
さ
れ
、
民
営
化
の
取
引
交
渉
に

参
加
す
る
買
収
訴
は
余
業
の
純
鏑
依
を
考
慮
に
入
れ
て
企
業
の
市
場
側

格
を
評
価
し
、
企
業
の
買
収
側
絡
を
提
示
す
る
に
こ
の
問
点
を
確
認
し

た
う
え
で
、
街
務
省
は
、

P
3
2
2
-
の
市
場
側
格
の
評
価
基
準
に
つ
い

て
、
市
場
が
提

a

ぶ
し
た
価
格
で
決
定
さ
れ
る
の
は
中
i
然
で
あ
る
が
、
評

価
の
出
発
点
は
、
守
口
《
呂
田
一
の
財
厳
か
ら
債
務
を
差
し
引
い
た
金
業
の

一円。

純
価
俄
で
あ
る
と
明
示
し
た
c

以
上
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
商
務
符
は
結
論
的
に
、

一口一

回

c
=
c
g一
の
市
場
偶
然
に
影
響
を
与
え
る
各
要
素
が
∞
2
5
2
}
の
似
絡

を
評
価
す
る
交
渉
の
中
で
光
分
に
考
慮
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
て
、

∞
c
E
Z
R
E
の
メ
キ
シ
コ
政
府
に
支
払
っ
た
価
絡
は
出
czcn包
の
市
場

価
格
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

ω
S
O
B
}
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
に

よ
っ
て
兵
体
化
さ
れ
た
財
産
は
売
却
価
格
に
含
ま
れ
る
形
で
政
府
に
返

却
さ
れ
、
∞
o
g
E
N
E
に
残
留
し
な
く
な
る
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
、

A

日

メ
キ
シ
コ
政
府
の
姿
求
し
た
完
全
返
却
論
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

商
務
省
が
、
出
2
0
2一
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
が
∞
C
5
5
R
E
に
残

惚
し
な
い
と
う
完
全
返
却
論
的
な
紡
論
を
得
る
た
め
に
採
用
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
同
有

企
業
の
た
め
に
支
払
わ
れ
た
価
格
が
(
被
売
却
)
企
業
の
市
場
価
格
を

制
-
一
付
金
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
間
尚
務
省
の
初
期
の
対
応
(
白
)



筑
波
法
政
第
三
卜
四
号
(
二

0
0

反
映
し
て
い
る
限
り
、
企
業
に
交
付
さ
れ
た
相
殺
可
能
な
利
議
(
補
助

金
)
が
完
全
に
質
収
価
格
に
含
ま
れ
、
か
か
る
利
縫
は
買
収
者
(
民
営

化
企
業
)
に
残
留
し
な
い
と
合
理
的
に
推
定
で
き
る
、
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
(
強
調
は
筆
者
)
。
こ
の
よ
う
に
、
商
務
省
は
、
一
九
八
四
年

の
相
殺
関
税
決
定
に
お
い
て
原
補
助
金
の
符
在
を
立
証
し
た
こ
と
を
線

認
し
な
が
ら
、
民
営
化
に
よ
っ
て
原
補
助
金
が
∞
C
5
5
E
E
に
残
留
し

た
か
奇
か
に
つ
い
て
判
断
を
す
る
際
、
∞
C
S
S
E
-
E
が
印
。
=
0
2一
の
市

場
価
格
を
メ
キ
シ
コ
政
府
に
支
払
っ
た
と
い
う
証
拠
と
受
益
者
利
縫
説

に
依
拠
し
て
い
た
。

三
、
高
務
省
の
対
応
の
検
討

以
ト
L

二
小
さ
れ
た
と
お
り
、
メ
キ
シ
コ
政
府
の
要
求
に
応
じ
て
、
当
時

の
商
務
省
の
行
っ
た
見
直
し
決
定
は
単
純
明
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。
民

営
化
さ
れ
る
間
有
企
業
の
市
場
価
格
を
決
定
す
る
核
心
的
な
要
素
は
企

業
の
財
産
で
あ
り
、
補
助
金
は
企
業
の
市
場
価
格
の
評
価
対
象
と
な
る

企
業
財
産
に
含
ま
れ
る
た
め
、
民
営
化
取
引
が
企
業
の
公
正
な
市
場
価

格
を
反
映
し
た
以
ト
ぃ
、
国
有
企
業
の
補
助
金
が
民
営
化
企
業
に
残
留
す

る
こ
と
な
く
、
売
却
者
で
あ
る
政
府
側
に
返
却
さ
れ
る
、
と
明
確
に
判

断
し
た
の
で
あ
る
。

商
務
省
は
、
市
場
価
格
を
確
保
す
る
民
営
化
取
引
の
方
法
と
し
て
、

メ
キ
シ
コ
政
府
の
主
張
し
た
独
立
当
事
者
間
取
引
の
存
在
を
認
め
、
見

~
践
し
決
定
を
行
、
つ
上
で
市
場
価
格
に
よ
っ
て
企
業
が
売
却
さ
れ
た
(
氏

営
化
)
こ
と
を
認
定
す
る
う
え
で
の
最
安
な
証
拠
と
し
て
位
置
付
け
た
。

し
か
し
、
商
務
省
は
法
的
議
論
を
ほ
と
ん
ど
展
開
し
な
か
っ
た
。
企
業

が
市
場
価
格
で
売
却
さ
れ
た
場
合
、
な
ぜ
買
収
者
側
に
補
助
金
が
残
慢

し
な
い
と
言
え
る
の
か
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
行
わ
な
か
っ
た
の
で

却

あ
る
。
補
助
金
の
定
義
に
つ
い
て
、
一
貫
し
て
受
益
者
利
経
説
を
主
張

す
る
商
務
省
が
、
民
間
企
業
が
国
有
企
業
の
市
場
価
格
を
支
払
っ
た
上

で
こ
れ
を
買
収
し
た
と
い
う
一
証
拠
を
強
調
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
、
法

概
念
と
し
て
の
補
助
金
の
意
味
す
る
利
益
(
市
場
条
件
を
趨
え
た
も
の
)

を
氏
営
化
企
業
が
得
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
た
、
と
論
理
的
に
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

結
果
と
し
て
、
民
営
化
企
業
∞
9
2
E
N
F
は
、
∞
C
ロ
cg-
に
賦
課
さ
れ

て
い
た
五
五
・
八
九
%
の
高
い
相
殺
関
税
か
ら
逃
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
ら
か
に
、
商
務
省
は
国
有
企
業
の
民
営
化
問
題
に
対
応
す
る
際
、
最

初
か
ら
民
営
化
事
実
を
無
視
し
て
、
補
助
金
残
留
論
を
適
用
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
c

む
し
ろ
、
商
務
省
は
民
営
化
の
内
容
(
本
件
で
は
、

企
業
の
全
財
産
と
株
式
の
完
全
売
却
)
を
意
識
し
、
補
助
金
を
企
業
の

純
価
値
を
構
成
す
る
財
産
の
一
部
と
佼
置
付
け
た
う
え
で
、
企
業
の
市

場
価
格
を
買
収
者
が
支
払
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
、
完
全
返
却
論
の
要

求
に
こ
た
え
た
の
で
あ
る
。



完
全
残
留
論

一、

S
S
B
A
の
民
営
化

メ
キ
シ
コ
石
灰
産
品
相
殺
関
税
事
件
の
後
、
商
務
省
が
遭
遇
し
た
類

似
の
問
題
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
産
日
間
相
殺
関
税
率
件
(
以
ド
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
)
で
あ
っ
た
c

一
九
八
七
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
保
有
し
て
い
た
鉄
鋼
会
社
S

S
B
A
の
株
式
の
一
一
一
分
の
一
を
売
却
し
た
。
民
営
化
の
内
符
と
し
て
、

本
件
の
メ
キ
シ
コ
石
灰
事
件
と
異
な
る
最
大
の
特
徴
は
、
財
産
を
含
め

た
余
業
の
完
全
な
売
却
で
は
な
く
、
株
式
会
社
形
態
国
有
余
栄
の
政
府

保
有
株
式
の
‘
部
売
却
で
あ
っ
た

0

・
九
八
五
年
、
尚
務
劣
は

S
S
B

A
を
対
象
に
柏
殺
関
税
調
査
を
行
い
、
補
助
金
の
存
在
を
決
定
し
て
相

~
お
v

殺
関
税
を
賦
課
し
て
い
た
c

本
件
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が
商
務
省
に

対
し
て

S
5
8
A
の
民
営
化
を
理
由
に
相
殺
関
税
決
定
の
見
直
し
を
要

求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
戸

二
、
主
要
な
争
点
と
商
務
省
の
対
応

一
九
八
五
年
の

S
S
B
A
に
相
殺
関
税
を
斌
諜
す
る
商
務
省
決
定
を

見
夜
し
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
米
関
内
鉄
鋼
企
業
は
、
政
府
保
有
株
式

(
株
式
所
有
権
の
変
動

n
y
g
m
m
g
c主
要
法
℃
O

ご
Z
岳
民
お
と
の
民

間
投
資
家
へ
の
部
分
的
譲
渡
は
、

S
S
B
A
の
財
務
状
況
に
い
か
な
る

影
響
も
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、

S
S
B
A
の
株
式
の
売

却
は
原
補
助
金
か
ら
発
生
す
る
競
争
優
位
を
弱
化
さ
せ
る
も
の
で
は
な

く
、
株
式
の
売
却
は
相
殺
関
税
決
定
を
凡
直
す
理
巾
に
は
な
ら
な
い
と

主
張
し
た
c

米
国
内
鉄
鋼
企
業
は
、
企
業
に
よ
る
補
助
金
の
返
却
と
政
府
保
有
株

式
の
売
却
を
ば
別
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
ヒ
で
、
さ
ら
に
、
企
業
が
れ

ら
の
財
産
で
以
っ
て
政
府
に
補
助
金
の
払
戻
し
を
し
な
い
限
り
、
補
助

金
の
返
却
は
認
め
ら
れ
な
い
と
補
足
し
た
(
強
調
は
筆
授
)
C

米
問
内

鉄
鎖
企
業
の
か
か
る
、
主
張
は
完
全
残
留
論
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

従
窓
す
べ
き
論
点
は
、
本
件
の
事
実
関
係
(
政
府
保
夜
株
式
の
民
間
投

資
家
へ
の
譲
渡
)
に
限
定
さ
れ
た
範
聞
で
の
主
張
な
の
か
ど
う
か
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
後
の
部
分
残
留
論
の
根
拠
を
検
討
す
る
卜
で
玄
要
な

争
点
と
な
る
。

s
s
n
o
Aは
、
間
内
鉄
鋼
食
業
に
対
し
て
反
論
を
試
み

部
一

た
が
、
作
力
な
議
論
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
っ

商
務
省
は
、
政
府
保
有
株
式
の
民
間
投
資
家
へ
の
売
却
が
国
有
企
業

に
交
付
さ
れ
た
係
補
助
金
に
与
え
う
る
彩
響
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し

た
あ
と
、
問
内
企
業
の
主
張
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
入
れ
て
、
♂
九
八
五

年
の

S
S
B
A
に
抑
制
殺
関
税
を
賦
課
す
る
最
終
決
定
に
対
す
る
見
政
し

出

仮
決
定
を
取
消
し
た
。
結
局
、
商
務
省
は
、
政
府
保
有
株
式
の
売
却
は

株
式
被
売
却
問
冶
企
業
の
係
補
助
余
に
い
か
な
る
彩
響
も
与
え
る
こ
と

は
な
い
と
判
断
し
て
、

S
S
B
A
の
民
営
化
を
理
・
聞
に
相
殺
関
税
率
を

h

泌

切
り
下
げ
る
要
求
を
掠
今
の
し
た
の
で
あ
る
。

同
省
企
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
国
ハ
内
務
省
の
初
期
の
対
応
(
臼
)
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0
0

三
、
商
務
省
の
対
応
の
検
討

以

t
の
と
お
り
、
尚
務
符
の
対
応
方
法
の
変
化
を
分
析
す
る
際
、
注

立
す
べ
き
点
は
、
事
実
関
係
と
し
て
メ
キ
シ
コ
石
灰
事
件
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
鉄
鋼
事
件
で
問
題
と
な
る
民
常
化
の
内
容
が
異
な
る
点
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
石
灰
事
件
は
、
財
経
と
株
式
を
含
め
た
会
社
全
体
の
売
却
で

あ
っ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
は
株
式
形
態
国
有
企
業
の
政
府

保
有
株
式
の
部
分
的
先
却
で
あ
り
、
会
社
財
産
の
先
却
は
合
ま
れ
て
い

な
い
じ
尚
務
行
は
企
業
の
要
求
に
応
じ
て
完
全
残
印
刷
人
一
酬
を
適
刑
し
た
が
、

な
ぜ
株
式
の
光
却
と
無
関
係
に
原
補
助
金
の
民
常
化
企
業
内
残
沼
を
、
主

張
で
き
る
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
深
く
追
及
す
る
こ
と
な
く
、

問
題
を
処
理
し
て
し
ま
っ
た
。
要
す
る
に
民
営
化
企
業
も
政
府
保
有
株

式
の
光
却
に
よ
る
民
営
化
の
場
合
、
完
〈
F4
出
伐
向
尚
北
畑
が
妥
当
で
あ
る
と
い

う
米
凶
内
鉄
鋼
企
業
の
主
張
に
対
し
て
有
力
な
反
論
を
旋
附
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
尚
務
省
の
決
定
を
受
け
入
れ
た

v

先
行
研
究
は
、

当
時
の
尚
務
省
の
対
応
方
法
を
分
析
す
る
際
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事

件
で
完
全
残
情
論
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
メ
キ
シ
コ
行
一
民
事
件
の
と

き
の
完
全
返
却
論
の

hu場
を
逆
転
さ
せ
た
と
結
論
て
い
る
が
、
こ
れ
は

加
す

問
題
の
本
質
を
ト
分
に
現
解
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
件
で
も
、
氏
常
化
企
業
に
販
機
助
金
が
残
留
す
る
と
判
断
し
た
根

拠
に
つ
い
て
は
法
的
な
議
翁
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
コ
も
う
一
つ
、
本
件

の
メ
キ
シ
コ
石
…
炊
事
件
と
異
な
る
卜
H
…
は
、
民
常
化
の
方
法
の
議
論
が
展

開
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
営
化
の
内
符
が
原
補
助
金
の
行
方

1
 
1
 

1
 

1
 

と
無
関
係
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
た
め
、
民
党
化
方
法
の
議
論
ま
で
進

む
必
授
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
c

本
件
に
お
け
る
政
務
省
の
対

応
に
は
、
相
殺
関
税
見
広
し
の
仮
決
定
の
時
点
で
補
助
令
返
却
品
川
酬
を
展

開
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
直
後
の
見
直
し
の
最
終
決
定
を

行
う
際
、
完
全
残
留
論
へ
と
方
向
の
急
転
換
を
巡
ら
れ
る
な
ど
、
混
乱

が
日
比
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
沼
崎
の
商
務
符
と
し
て
は
、
国
有
企
業

の
民
営
化
と
絡
む
補
助
金
・
刺
殺
関
税
問
題
に
対
応
す
る
上
で
、
事
前

に
準
備
し
た
万
針
が
全
く
な
か
っ
た
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
表

付
け
て
い
る
c

以
上
の
メ
キ
シ
コ
石
灰
事
件
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
と
の
検
討

に
よ
っ
て
一
ぶ
さ
れ
る
と
お
り
、
商
務
省
の
民
営
化
と
絡
む
相
殺
関
税
問

題
へ
の
最
初
の
対
応
と
し
て
は
、
民
営
化
の
内
容
・
方
法
及
び
州
知
殺
関

税
の
法
的
要
件
に
つ
い
て
、
綿
後
な
議
論
を
展
開
し
な
か
っ
た
と
は
い

え
、
少
な
く
と
も
民
常
化
の
内
容
と
方
法
を
無
槻
す
る
の
で
は
な
く
、

あ
る
程
度
意
識
し
て
対
処
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
牟
九
九
牛
・
に
な
る
と
、
商
務
省
の
対
応
方
針
が
急
変
す
る
こ

と
に
な
る
兄

四

蕪
差
別
完
全
残
留
論

初
ま
で
の
動
向

一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
三
年

一
九
九
二
年
に
な
る
と
、
期
間
務
省
は
、
そ
れ
ま
で
の
氏
常
化
の
達
成



を
理
由
に
民
営
化
企
業
な
ど
利
害
関
係
者
が
行
う
相
殺
関
税
決
定
の
見

車
し
要
請
に
応
じ
て
民
営
化
と
絡
む
相
殺
関
税
の
問
題
に
臨
む
、
と
い

う
消
械
的
な
パ
タ
ー
ン
か
ら
一
変
し
て
、
米
国
内
鉄
鋼
業
界
の
相
殺
関

税
調
査
の
要
請
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、
民
営
化
企
業
を
対
象
と
す
る

相
殺
関
税
調
査
に
積
秘
的
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
る
。
一
九
九
二
年
、

尚
務
省
は
民
営
化
会
業
の
抑
制
殺
関
税
調
査
を
大
幅
に
強
化
し
、
民
営
化

お

と
絡
む
相
殺
関
税
事
件
は
急
場
し
た
c

一
九
九
二
年
九
月
、
こ
の
年
に
す
で
に
調
査
が
開
始
さ
れ
て
い
た
十

五
件
の
相
殺
関
税
調
資
案
件
の
中
か
ら
三
件
の
相
殺
関
税
調
査
の
仮
決

定
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
三
件
の
相
殺
関
税
調
査
の
最
終
決
定
が
一
九

内

M

九
二
島
年
…
月
に
発
炎
さ
れ
た
c

ア
メ
リ
カ
の
民
党
化
企
業
に
対
す
る
態

お
}

度
が
急
変
し
た
の
は
、
こ
の
一
二
件
の
最
終
決
定
の
と
き
で
あ
っ
た
。
こ

の
中
で
、
一
件
が
イ
ギ
リ
ス
の
民
営
化
合
業
(
特
殊
鋼
生
産
企
業

U
E

S
)
を
調
変
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
相
殺
関
税
決

定
を
取
り
上
げ
て
、
無
差
別
完
全
残
情
論
の
実
態
を
考
察
す
る
。

一、

B
S
C
の
民
営
化

川
民
営
化
の
内
容

本
件
で
相
殺
関
税
調
賓
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
特
殊
鋼
を
生
段
す
る

お
)

イ
ギ
リ
ス
の
民
営
化
企
業

U
E
S
で
あ
っ
た
。
相
殺
関
税
制
側
交
の
対
象

と
さ
れ
た
期
間
は
一
九
九
一
年
で
あ
っ
た
。

一
九
八
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
国
有
鉄
鋼
食
業

B
S
Cと
、
民
間
余
業

G

K
N
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五

O
%出
資
す
る
形
で
、
合
弁
企
業

U
E
Sを
設

一
以
川
♂

立
し
た
。
出
資
は
主
に
生
産
施
設
(
製
鉄
所
と
圧
延
設
備
)
、
売
掛
勘

定
、
現
金
等
の
投
下
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

B
S
C
は
、
特
殊
鋼
の
生

産
施
設
で
現
物
出
資
し
、

G
K
N
が
、
製
鉄
所
と
海
外
営
業
を
、
そ
れ

沼

ぞ
れ
合
弁
会
社

U
E
S
に
投
入
し
た
。
一
九
八
八
年
、

B
S
C
が
完
全

民
営
化
さ
れ
、
商
号
を
∞
門
志
田
町
出
席
冊
目
立
n
(
∞
出
立
n)

に
変
更
し
た
。

本
件
で
、

B
S
C
の
.
九
八
八
年
の
民
営
化
は
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
c

二
、
主
要
争
点

川
米
国
内
鉄
鋼
企
業
の
主
張

内
ぬ
μ

本
件
で
、
米
間
内
鉄
鋼
企
業
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
也
氏
常
化

に
よ
っ
て
会
社
の
形
式
と
所
打
者
が
変
更
さ
れ
た
だ
け
で
は
以
補
助
金

が
返
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
@
補
助
金
は
そ
れ
を
受
け
た
会
社
の
全

般
的
な
経
常
活
動
に
配
分
さ
れ
る
。

$
B
S
C
の
特
殊
鋼
生
産
施
設
の

U
E
S
へ
の
売
却
は
、
性
格
的
に

B
S
C
の
事
業
持
…
縦
(
円

2
2
2
5ロ
加
)

に
す
ぎ
ず
、

B
S
C
の
補
助
金
は

U
E
S
の
産
品
に
残
慢
し
て
い
る
o

e特
殊
鋼
生
産
施
設
の
光
資
は
関
連
会
社
向
上
の
問
で
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
@
こ
の
事
件
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
は
、
単
な
る
株
式

所
有
権
の
譲
渡
と
い
う
耐
で
同
じ
で
あ
る
た
め
民
営
化
前
後
の

B
S
C

の
財
務
状
況
に
は
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
。

以
k
の
と
お
り
、
米
同
内
鉄
鋼
企
業
は
、

n
p
S
C
の
特
殊
鋼
生
産
施

設
の

U
E
S
へ
の
光
却
に
よ
っ
て
原
補
助
金
が
返
却
き
れ
な
い
こ
と
を
、

間
有
企
業
の
民
党
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
国
防
務
省
の
初
期
の
対
応
(
山
)
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民
営
化
の
内
容
と
方
法
の
両
方
か
ら
主
張
し
て
い
る
。
民
営
化
の
内
容

に
つ
い
て
、
財
産
の
売
却
(
現
物
出
資
)
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
単

な
る
株
式
の
譲
渡
は
原
補
助
金
の
行
方
と
無
関
係
と
主
援
し
て
い
る
が
、

し
っ
か
り
し
た
理
論
的
根
拠
が
見
ら
れ
な
い
。
民
営
化
の
方
法
に
つ
い

て
財
産
の
利
害
関
係
者
間
の
移
転
に
す
ぎ
な
い
と
見
て
、
民
営
化
の
有

す
る
独
立
当
事
者
関
取
引
的
性
格
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

U
E

S
の
投
資
家
が
取
引
対
象
物
の
市
場
価
格
を
支
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
を

主
張
し
て
い
暗
部
し
か
し
、
国
内
企
業
は
、
民
営
化
が
独
立
当
事
者
間

取
引
で
あ
れ
ば
、
取
引
対
象
物
の
市
場
価
格
を
反
映
す
る
こ
と
を
否
定

し
て
い
な
い
。

凶
民
営
化
企
業

(
U
B
S
)
の
主
張

米
関
内
鉄
鋼
企
業
の
主
張
に
対
し
て
、
民
営
化
企
業
U
E
Sは
次
の

よ
う
に
反
論
し
た
。

①
食
業
財
産
(
生
産
施
設
)
の
所
有
権
が
独
立
当
事
者
間
取
引
に
よ
っ

て
、
国
有
企
業
の
手
か
ら
民
間
企
業
の
手
へ
、
市
場
価
格
を
反
映
す
る

形
で
移
転
し
た
場
合
、
新
し
い
所
有
者
が
か
か
る
資
産
を
利
用
し
て
生

産
し
た
産
口
聞
に
、
国
有
企
業
に
交
付
さ
れ
た
原
補
助
金
が
残
周
回
す
る
こ

と
は
な
い
。
②
B
S
C
の
U
E
S
に
対
す
る
生
産
施
設
の
売
却
は
完
全

無
関
係
な
第
三
者
へ
の
売
却
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

U
E
Sは

B
S
C
の
補
助
金
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
@
企

業
の
受
け
た
補
助
金
を
企
業
の
生
産
し
た
全
て
の
産
口
聞
に
配
分
す
る
こ

と
に
は
問
題
が
あ
る
。

一一一一一ムハ

民
営
化
企
業
は
、
民
営
化
の
内
容
は
財
産
の
売
却
で
あ
り
、
民
営
化

の
達
成
方
法
は
独
玄
当
事
者
間
取
引
で
あ
っ
た
と
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
、

rsa事
件
と
ほ
ぼ
悶
様
な
議
論
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
補
助

金
存
否
に
関
す
る
法
的
議
論
を
直
接
的
に
は
展
開
し
な
か
っ
た
。

三
、
商
務
省
の
対
応

本
件
は
商
務
省
に
と
っ
て
、
一
九
九
一
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事

件
以
降
、
直
面
し
た
初
め
て
の
民
営
化
と
絡
む
相
殺
関
税
案
件
で
あ
っ

山
恥
ヤ

た
が
、
以
下
の
主
要
根
拠
を
挙
げ
て
問
題
解
決
に
臨
ん
だ
σ

第
一
に
、
悶
有
企
業
が
所
有
す
る
営
業

8
5
5
2出
)
と
生
産
施
設

{
喝
さ

E
a
g
S
F同
)
の
売
却
は
、
原
補
助
金
の
行
方
に
い
か
な
る
影
響

も
与
え
る
こ
と
は
な
い
(
強
調
は
筆
者
)
。

第
二
に
、
補
助
金
が
特
定
の
生
産
施
設
に
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る

必
要
が
な
け
れ
ば
、
補
助
金
に
よ
る
利
援
を
被
誠
資
企
業
に
生
じ
た
変

更
と
結
び
つ
け
て
考
慮
す
る
必
要
も
な
い
。

第
三
に
、
原
補
助
金
は
、
合
弁
会
社
に
出
資
さ
れ
た
〈
売
却
)
生
産

施
設
を
含
む
会
社
全
体
の
資
本
運
用
(
町
田
8
8
8
m
E
g
E
)
及
び
投

資
(
即
雪

g
g
g同
)
に
充
て
ら
れ
た
と
推
定
的
に
考
え
ら
れ
、
会
社
が

そ
の
生
産
施
設
を
処
分
し
た
際
、
こ
れ
ら
の
生
産
施
設
は
補
助
金
利
益

の
一
部
を
新
し
い
所
有
者
(
民
営
化
企
業
)
に
持
ち
込
む
こ
と
と
な
り
、

B
S
C
に
交
付
さ
れ
た
原
補
助
金
の
未
償
却
の
部
分
は
、
特
殊
鋼
生
産

施
設
の
売
却
に
伴
っ
て

U
E
S
に
残
留
す
る
。



問
、
商
務
省
の
対
応
の
検
討

以
上
の
よ
う
に
、
商
務
省
は
国
内
鉄
鋼
企
業
と
民
営
化
企
業
の
主
張

を
完
令
無
悦
す
る
か
た
ち
で
議
論
を
進
め
て
い
る
。
民
常
化
企
業
内
の

原
補
助
金
の
完
全
残
留
を
主
張
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
た
線
拠
を
メ
キ

シ
コ
石
灰
事
件
当
時
の
対
応
と
比
較
す
る
と
、
商
務
省
の
立
場
は
根
本

的
に
変
化
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
世
間
務
省
は

B
S
C
の
特
殊
鋼

生
産
施
設
の
現
物
出
資
に
よ
る
民
営
化
の
内
容
と
方
法
の
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
な
い
。
民
営
化
の
内
容
は
生
産
施
設
の
売
却
で
あ

る
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、
原
補
助
金
に
与
え
る
影
響
を
徹
夜
的
に
否

定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
商
務
省
は
結
論
的
に
完
全
残
留
論
的
議
論
を
展

開
し
て
い
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
の
闘
訓
州
制
制
針
側
側
出

し
た
完
全
残
師
同
論
と
比
較
す
れ
ば
、
か
な
り
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と

は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

商
務
省
は
、
こ
の
よ
う
な
戎
場
の
逆
転
の
理
山
に
つ
い
て
、
補
助
金

を
受
け
た
企
業
が
補
助
金
を
他
の
企
業
に
移
し
隠
す
相
殺
関
税
迂
回
謀

略
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
相
殺
関

税
を
賦
課
す
る
実
際
の
動
機
を
表
明
し
た
だ
け
で
あ
り
、
相
殺
関
税
の

娘
拠
と
し
て
は
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。

商
務
劣
の
対
応
は
、
結
果
的
に
、
国
内
鉄
鋼
企
業
が
裟
求
す
る
完
令

残
留
論
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
国
内
鉄
鋼
食
業
が

主
張
す
る
よ
う
な
民
営
化
方
法
の
独
友
当
事
省
関
取
引
的
性
絡
の
欠
如
、

あ
る
い
は
民
営
化
内
谷
の
単
な
る
株
式
の
売
却
と
い
っ
た
理
由
を
認
め

て
完
全
残
留
論
的
結
論
を
得
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
民
営
化
余
業

の
主
張
す
る

U
E
S
の
独
立
的
法
人
格
を
添
認
し
な
が
ら
、
他
の
根

A
M
 

拠
を
取
り
上
げ
て
完
全
残
留
論
的
結
論
に
以
上
っ
た
。

民
常
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
商
務
省
の
対
応
を
次

の
よ
う
に
姿
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
メ
キ
シ
コ
石
灰
事
件

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
当
時
の
民
営
化
内
谷
の
特
殊
性
、
及
び
民

営
化
方
法
の
独
玄
当
事
者
間
取
引
的
性
格
を
分
析
し
た
上
で
、
完
全
残

印
問
論
と
完
全
返
却
論
を
区
別
的
、
選
択
的
に
適
用
し
て
い
た
最
初
の
立

場
か
ら
、

B
S
C
の
特
殊
鋼
生
産
施
設
に
よ
る
現
物
出
資
の
問
題
を
処

理
し
た
本
件
で
は
、
民
営
化
の
内
容
と
方
法
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し
た
無

法
別
完
全
残
留
論
へ
と
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。

五

部
分
残
留
論
〆戸司、

てコω 
ニヰ
ω 
圏、
CD 
て3
且3
‘〈

ヨ。
コ
F・.
ω 
てコ
てコ閉鋼、。
ω 
() 

:::i 
、、，〆

一
、
部
分
残
留
論
の
導
入

先
に
見
た
と
お
り
、
一
九
九
三
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
特
殊
鋼
産
品

を
対
象
と
す
る
一
二
件
の
相
殺
関
税
決
定
に
お
い
て
、
商
務
省
は
無
差
別

完
全
残
留
論
を
適
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
商
務
省
は
、
民
営
化
の
内

容
を
無
視
す
る
無
差
別
完
全
残
税
論
を
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
、

そ
の
ま
ま
適
用
し
て
い
く
意
思
は
な
か
っ
た
。
同
む
企
業
の
民
営
化
と

交
錯
す
る
相
殺
関
税
の
問
題
が
顕
校
化
し
た
最
初
の
段
階
で
は
、
民
営

化
の
内
官
げ
を
意
識
し
た
う
え
で
完
全
返
却
論
と
完
全
残
留
論
と
を
選
択

国
有
企
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
同
商
務
省
の
初
期
の
対
応
(
向
)

一直一一一七



筑
波
法
政
第
三
十
四
号
(
二

O
O
三
)

的
に
適
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
ま
た
民
営
化
の
内
容
と

方
法
と
を
完
全
に
無
視
す
る
無
差
別
完
全
残
留
論
に
急
に
切
り
務
え
る

な
ど
、
矛
盾
と
混
乱
に
満
ち
た
対
策
で
民
営
化
問
題
に
臨
ん
で
き
た
商

務
省
と
し
て
は
、
対
策
の
安
定
化
を
図
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り

の
根
拠
の
提
示
を
迫
ら
れ
て
い
た
c

一
九
九

A

一
年
十
二
月
、
商
務
省
は
上
記
三
件
の
特
殊
鋼
産
口
聞
を
対
象

と
す
る
相
殺
関
税
調
査
と
同
時
に
、
他
に
も
十
一
一
件
の
鉄
鋼
産
品
の
相

殺
関
税
調
査
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
相
殺
関
税
調
査
の
最
終
決

定
は
一
九
九
一
二
年
の
前
半
に
お
い
て
準
備
さ
れ
、
同
年
の
七
月
に
発
表

さ
れ
た
。
商
務
省
に
と
っ
て
は
、
一
九
九
二
年
の
十
二
月
か
ら
一
九
九

三
年
の
七
月
に
か
け
て
は
、
問
有
企
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関

税
問
題
へ
の
対
策
を
改
め
て
模
索
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
十
二
件
の

鉄
鋼
産
品
を
対
象
と
す
る
相
殺
関
税
調
資
は
、
い
ず
れ
も
複
雑
な
民
営

化
及
び
企
業
の
事
業
再
編
問
題
を
含
ん
で
い
た
。

商
務
省
は
十
二
件
の
相
殺
関
税
決
定
を
発
表
す
る
際
、
共
通
問
題
を

ま
と
め
て
扱
っ
た
の

g
2と

Z
z
g
〉
官
官
互
交
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
鉄

一
兆
一

鋼
産
日
開
を
調
資
対
象
と
す
る
相
殺
関
税
決
定
の
附
録
と
し
て
添
付
し

た
c

国
有
企
業
の
民
営
化
と
原
補
助
金
の
問
題
を
専
門
的
に
扱
う
民
営

化
と
事
業
再
編
(
主
主
丘
町
田

t
g
g弘
明

SEng-z開
)
は
、
。

g
q
p二千

三
由
民
〉
宅
問
互
交
の
不
可
欠
の
一
部
を
構
成
し
、
そ
の
後
の
氏
常
化
及

び
事
業
再
編
と
絡
む
補
助
金
・
相
殺
関
税
問
題
に
対
応
す
る
基
本
的
方

針
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
商
務
省
は
、
部
分
残
情
論
を
民
営
化
と

iへ

事
業
再
編
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
構
築
し
た
が
、
な
ぜ

そ
う
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
根
拠
を
挙
げ
な
か
っ
た
c

二
、
園
内
鉄
鋼
企
業
と
民
営
化
会
業
の
、
主
張

商
務
省
は
、
上
記
‘
速
の
鉄
鋼
産
品
の
相
殺
関
税
調
資
の
利
待
関
係

却
一

者
の
主
張
に
対
す
る
反
論
の
中
で
部
分
残
惚
論
を
展
開
し
た
ο

ま
ず
、

企
業
側
の
主
張
を
先
に
検
討
す
る
。

川
閣
内
鉄
鋼
企
業
の
史
張

序
章
で
説
明
し
た
と
お
り
、
完
全
残
印
間
論
と
は
、
国
有
企
業
の
原
補

助
金
が
民
営
化
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
完
全
に
民
営
化
企
業
に

残
留
す
る
と
主
出
獄
し
て
、
民
常
化
企
業
の
対
米
輸
出
産
品
に
相
殺
関
税

を
継
続
的
に
賦
課
す
る
こ
と
を
妥
求
す
る
立
場
を
い
う
。
こ
の
良
場
の

最
大
の
受
益
者
は
一
一
首
、
つ
ま
で
も
な
く
米
関
内
鉄
鋼
政
業
で
あ
る
の
国
内

企
業
は
商
務
省
に
以
下
の
理
由
を
示
し
て
民
営
化
合
業
に
完
全
残
惚
論

を
適
用
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

凶
企
業
と
企
業
所
有
者
の
関
係

第
一
に
、
国
内
鉄
鋼
企
業
(
以
下
、
国
内
企
業
と
す
る
)
は
、
会
社

は
実
体

(gtq)
で
あ
り
、
企
業
の
所
有
者
よ
り
独
な
し
た
存
在
と

し
て
反
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
閣
内
企
業
に
よ
れ
ば
、

相
殺
関
税
法
規
定
は
、
補
助
金
が
企
業
に
交
付
さ
れ
た
か
丙
か
と
い
う

点
に
着
目
し
て
お
り
、
企
業
の
所
有
者
(
株
主

0
5
2
0ご
ミ
吉
『
尚
一
C
ロ
)

が
補
助
金
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
る
か
符
か
は
問
題
で
は
な
い
。



第
一
一
に
、
問
内
食
業
は
、
…
速
の
相
殺
関
税
調
貨
に
お
け
る
民
営
化

は
性
絡
的
に
い
ず
れ
も
株
式
と
所
有
権
変
史
の
た
め
の
資
金
交
換

2
2

2
c
y
g匂
え

ヨ

0
5可
な
『
診
R
2
¥

。5
M
m
Z吾
)
を
含
ん
で
い
る
と
主

張
し
、
か
か
る
種
績
の
民
営
化
取
引
は
食
業
の
費
用
構
造

p
z
m
gヨー

宮
口
六

m
g
z
三
z
n
g互
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な
い
と

主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
新
し
い
所
街
お
が
支
払
っ
た
の
は
企
業
が
創
造

す
る
将
米
的
な
利
益
で
あ
り
、
会
社
所
有
者
の
財
絞
状
況
の
変
更
は
会

社
内
体
の
財
務
状
況
と
生
産
施
設
に
い
か
な
る
彩
響
を
与
え
る
こ
と
も

な
い
た
め
、
株
式
の
売
買
に
よ
っ
て
補
助
金
は
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
、

円
以
一

ト}い、っ。

第
三
に
、
問
内
企
業
は
、
株
式
の
光
買
と
補
助
金
と
の
無
関
係
性
を

さ
ら
に
補
強
し
、
政
府
が
企
業
の
発
行
済
株
式
を
株
主
の
予
か
ら
民
取

る
だ
け
で
、
新
株
を
食
業
か
ら
直
接
買
取
ら
な
い
限
り
、
日
取
る
株
価

と
無
関
係
に
補
助
金
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
商
務
省
の
過
去

の
決
定
を
反
対
解
釈
し
て
、
株
式
の
光
却
と
補
助
金
と
の
関
係
に
関
す

る
尚
務
省
の
比
例
併
を
政
府
保
有
株
式
の
売
却
に
よ
る
民
常
化
に
適
例
す

二泊

る
べ
き
で
あ
る
と
要
求
し
た
。

川
補
助
金
に
よ
る
資
源
配
分
の
歪
油
化
と
民
営
化

国
内
余
業
は
、
商
務
省
に
対
し
て
、
補
助
金
が
市
場
に
よ
る
資
源
配

分
を
歪
曲
化
し
、
民
営
化
が
か
か
る
歪
曲
化
さ
れ
た
資
源
の
配
分
を
是

正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
γ

主
張
し
た

t
で
、
原
補
助
金
の
相
殺
可
能

性
に
民
営
化
が
与
え
る
影
響
を
決
定
す
る
際
、
民
常
化
は
被
調
査
産
日
間

に
没
透
し
た
補
助
金
の
発
揮
す
る
競
争
優
位
を
消
滅
、
あ
る
い
は
減
少

さ
せ
る
か
好
か
、
資
源
配
分
の
絞
曲
化
を
除
去
で
き
る
か
百
か
を
検
討

山
町
神

F

す
べ
き
で
あ
る
、
と
要
求
し
た
。

山
国
内
企
業
の
史
張
の
検
討

間
内
企
業
の
主
張
し
た
補
助
金
残

wh酬
は
明
ら
か
に
政
府
保
有
株
式

の
光
却
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
の
議
論

と
ほ
ぼ
附
じ
展
開
と
な
っ
て
い
る
c

株
式
会
社
形
態
同
有
企
業
の
民
営

化
に
限
定
し
て
株
式
の
光
却
と
補
助
金
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
同

内
企
業
の
議
論
に
は
傾
聴
に
依
す
る
論
点
が
含
ま
れ
て
い
る
み
し
か
し
、

問
内
食
業
は
、
株
式
会
社
形
態
凶
有
企
業
の
政
府
保
布
株
式
の
光
却
を

明
確
に
な
識
し
、
そ
れ
に
限
定
し
て
補
助
金
残
留
論
が
成
虫
す
る
と
主

張
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

υ

以
上
に
見
た
と
お
り
、
凶
内

企
業
は
で
速
の
相
殺
関
税
調
査
に
お
け
る
民
営
化
は
い
ず
れ
も
株
式

と
所
符
権
変
更
の
た
め
の
資
金
交
換
を
含
ん
で
い
る
」
と
十
二
件
の
民

常
化
案
件
の
事
実
関
係
を
一
括
し
て
説
明
し
て
お
り
、
株
式
の
売
買
と

そ
れ
よ
り
更
に
大
き
な
概
念
で
あ
る
民
営
化
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。

民
営
化
に
株
式
の
売
買
を
「
含
ん
で
い
る
」
と
述
べ
る
だ
け
で
、
株
式

の
売
買
と
補
助
金
と
の
無
関
係
性
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
国
内
企
業
の

事
実
に
関
す
る
認
識
が
厳
密
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
ハ

国
内
企
業
は
、
凶
作
企
業
の
財
産
の
光
却
と
所
有
権
の
議
波
に
よ
る

民
営
化
の
内
容
を
分
析
せ
ず
に
、
政
府
保
布
株
式
の
光
州
却
を
全
て
の
民

営
化
の
形
態
と
提
え
て
、
国
布
企
業
が
非
商
業
的
考
慮
に
蒸
づ
い
て
政

凶
有
企
業
の
氏
常
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
関
尚
務
省
の
初
期
の
対
応
(
自
)

A
S
-
-
A
V
'
u
 

m

…

g
サ
J
〆
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問
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(
一

4
0
0

府
に
返
却
す
る
こ
と
を
補
助
金
返
却
の
唯
一
の
シ
ナ
リ
オ
と
主
張
し
た

が
、
有
力
な
恨
拠
を
挙
げ
て
い
な
い
心
少
な
く
と
も
、
国
内
企
業
は
、

補
助
金
で
兵
体
化
さ
れ
た
企
業
財
産
の
売
却
に
よ
る
民
常
化
の
ケ

l
ス

を
見
落
と
し
て
い
る
。

補
助
金
に
よ
る
資
源
配
分
の
歪
由
化
は
民
営
化
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ

な
い
と
い
う
議
論
は
、
原
補
助
金
が
民
常
化
企
業
に
残
惚
し
て
い
る
か

官
か
と
い
う
問
題
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
民
営
化
企
業
に
相
殺
関
税
を

賦
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
源
配
分
の

A

ゑ
由
化
是
正
が
可
能
に
な
る
か

ど
う
か
は
別
と
し
て
、
補
助
金
を
相
殺
す
る
と
い
う
松
殺
関
税
の
本
来

の
目
的
と
は
殺
遠
い
議
論
で
あ
る
。

州
民
営
化
企
業
の
、
一
上
張

序
章
で
説
明
し
た
と
お
り
、
完
全
返
却
論
と
は
、
民
枝
問
化
に
よ
る
原

補
助
金
の
完
全
返
却
効
果
を
主
張
し
、
民
営
化
企
業
に
抑
制
殺
関
税
を
賦

課
す
る
こ
と
を
一
切
知
.h
口
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

相
殺
関
税
調
資
の
対
象
と
な
る
民
常
化
企
業
と
そ
の
政
府
(
地
域
国
際

組
織
と
し
て

E
C
)
が
こ
れ
を
主
張
す
る
心

同
相
殺
関
税
法
の
目
的

民
常
化
余
業
は
、
民
営
化
が
原
補
助
金
に
も
た
ら
す
膨
響
を
検
討
す

る
前
に
、
相
殺
関
税
法
規
定
の
目
的
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
、

そ
れ
は
補
助
金
付
き
産
品
に
与
え
ら
れ
た
競
争
優
位

(gヨ
官
E
5
E
1

5
ロ
円
高
内
)
を
除
去

5
5
5
a
g
)
す
る
こ
と
に
あ
る
と
主
張
し
た
。

そ
の
上
で
、
民
営
化
企
業
は
、
独
良
当
事
者
間
取
引
に
よ
っ
て
達
成
さ

i旦1
0 

れ
る
民
営
化
に
よ
っ
て
版
補
助
金
が
返
却
さ
れ
て
民
営
化
企
業
の
競
争

優
位
が
除
去
さ
れ
る
た
め
、
相
殺
関
税
を
賦
課
す
る
法
的
根
拠
は
存
在

戸
田
一

し
な
い
と
主
張
し
た
。

川
民
営
化
の
有
す
る
補
助
金
返
却
効
果

第
一
に
、
民
常
化
企
業
は
、
民
営
化
は
株
式
の
取
引
よ
り
は
る
か
に

複
雑
な
過
程
で
あ
る
企
業
全
体
の
一
舟
構
築

5
2
2
5き
=
え
き
目

20

Z
5
2
2宮
ミ
)
を
意
味
し
、
民
営
化
取
引
の
買
収
価
格
は
企
業
の
将

来
的
収
録
の
割
引
価
値
(
宮
古
R
E
Z
宝門司

2
5ご

z
p
n
2
2
a

三巴
n
cご
宮
内

8
5宮
ミ
〆

E
E
5
5
2
5自
己

R
E
g
)
を
反
映
す
る
と
述

べ
た
上
で
、
民
間
投
資
家
が
問
布
企
業
を
買
収
す
る
た
め
に
支
払
っ
た

却
一

公
正
な
市
場
価
格
は
必
然
的
に
補
助
金
の
価
偵
を
合
む
と
主
張
し
た
。

さ
ら
に
、
民
営
化
企
業
の
新
所
打
者

S
2
0
3
3
)
が
、
原
補
助
金

に
よ
る
利
益
の
未
償
却
分
を
(
政
府
に
)
返
却
し
た
た
め
、
民
営
化
後

は
他
の
民
間
企
業
と
同
等
な
条
件
で
競
争
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
と

補
足
し
た
c

第
二
に
、
民
営
化
企
業
は
、
民
常
化
は
商
務
省
が
原
補
助
金
の
再
評

価
を
行
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
の
充
分
な
理
由
を
構
成
し
、
尚
務

同

省
の
決
i

廷
は
過
去
の
慣
行
に
も
反
す
る
と
主
張
し
た
。

州
民
党
化
企
業
の
主
張
の
検
討

民
営
化
合
業
は
、
明
ら
か
に
民
党
化
の
複
雑
性
に
注
目
し
て
、
株
式

の
売
却
以
外
に
あ
り
う
る
同
有
余
業
の
民
営
化
の
内
容
を
怠
識
し
て
い

る
ο

民
営
化
の
取
引
対
象
(
企
業
財
政
と
企
業
所
有
権
)
の
市
場
価
絡



の
支
払
を
根
拠
に
補
助
金
の
よ
う
な
競
争
優
位
が
消
滅
す
る
と
、
五
張
し

て
い
る
点
で
、
メ
キ
シ
コ
政
府
の
主
張
と
ほ
ぼ
向
じ
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
政
府
保
有
株
式
の
売
却
の
よ
う
な
民
党
化
は
、
企
業
の

倒
産
校
ぴ
に
際
補
助
金
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
悶
内
企
業
の
論

拠
を
見
落
し
て
い
る
。

一
二
、
民
営
化
と
部
分
残
留
論

向
務
省
は
、
完
全
残
留
論
を
求
め
る
閣
内
鉄
鋼
企
業
と
完
全
返
却
論

を
主
張
す
る
民
営
化
企
業
に
対
し
て
、
部
分
残
印
聞
論
の
婆
旨
及
び
根
拠

を
説
明
す
る
際
、
民
営
化
と
食
業
の
事
業
再
編
を
別
々
に
分
け
て
議
論

を
行
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
即
し
て
検
討
す
る

J

ま
ず
、
民
営
化
問
題
に

対
処
す
る
部
分
残
惚
織
か
ら
日
比
る
こ
と
に
す
る
c

山
部
分
残
惚
論
の
根
拠

同
相
殺
可
能
な
利
益
(
補
助
金
，
)
の
性
格

商
務
省
は
、
ま
ず
、
補
助
金
の
怠
味
を
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。
議

会
の
窓
関
す
る
相
殺
関
税
法
規
定
に
お
け
る
輸
出
締
助
余
以
外
の
国
内

補
助
金
と
は
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
と
受
益
者
に
与
え
ら
れ
る
①
政
府

の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
肉
楽
的
考
慮
に
反
す
る
条
件
で
の

5
5
r

5
2
2去
三
三
月
2
2
5
2
2
E
g
E号
室
3
己
資
金
供
与
・
貸
付
・

貸
付
保
証
、
②
優
遇
さ
れ
た
価
格
で
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
③
特

定
産
業
の
叫
絞
っ
た
経
常
的
損
失
を
補
捻
ー
す
る
資
金
供
与
・
債
務
免
除
で

あ
る
、
と
相
殺
関
税
法
に
規
定
さ
れ
た
繍
助
金
の
列
挙
内
容
を
引
用
し

臼
た。

川
川
非
民
復
的

5
0
2
8
弓

2
『
『
吉
明
)
繍
助
金
の
時
間
的
配
分

商
務
省
は
、
非
反
復
的
補
助
金
を
生
産
施
設
の
耐
用
年
数
(
己
お
宝

-5
え

g
z
g
)
に
時
間
配
賦
す
る
と
主
張
し
、
鉄
鋼
企
業
の
民
党
化

後
も
原
補
助
金
が
引
き
続
き
民
営
化
企
業
に
残
留
す
る
基
本
的
理
由
を

h

回
一

説
明
し
た
c

川
民
営
化
は
補
助
金
交
付
後
の
後
発
事
項

商
務
省
に
よ
れ
ば
、
相
殺
可
能
な
補
助
金
の
額
は
、
政
府
が
補
助
金

を
交
付
し
た
時
点
で
附
定
さ
れ
て
お
り
、
相
殺
関
税
法
規
定
と
し
て
は
、

市
場
に
発
生
し
た
後
発
事
項

2
5
1
2
5
2
2
2乏
に
基
づ
い
て
、

繍
助
金
に
よ
る
利
，
佼
を
改
め
て
計
算
す
る
こ
と
を
谷
認
し
て
い
な
い
と

述
べ
た
む
つ
ま
り
、
同
布
企
業
の
民
常
化
は
後
発
的
事
項
で
あ
り
、
原

補
助
金
の

2
5
5
2出
FEZ-々
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主

張
し
、
様
補
助
金
の
行
方
を
検
討
す
る
際
、
民
営
化
事
実
を
考
慮
に
入

れ
る
こ
と
を
桁
許
し
た
n

凶
補
助
金
の
使
用
と
影
響

街
務
省
は
、
補
助
金
の
使
肘
と
補
助
金
交
付
後
の
食
業
活
動
に
与
え

る
影
響

(
z
g
2
5
2
白
書
川
い
え
出

z
g広
三
を
、
刺
殺
関
税
の
法
的
要

件
と
し
て
扱
、
つ
必
要
が
な
い
と
述
べ
て
、
補
助
金
が
被
交
付
企
業
に
立

証
可
能
な
競
争
後
伎
を
与
え
た
か
百
か
と
は
無
関
係
に
、
被
交
付
企
業

の
産
品
に
相
殺
妥
当
な
利
益
を
与
え
て
い
る
と
い
う
反
証
不
可
能
な
推

制

定

(
E，npgσ
庁
勺
『
刊
さ
三
宮
芯
口
)
が
成
戎
す
る
と
断
定
し
た
。
商
務
省

国
有
余
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
関
商
務
省
の
初
期
の
対
応

(FH)

U!.f 
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0
0

に
よ
れ
ば
、
相
殺
関
税
は
、
補
助
金
の
使
朋
と
そ
れ
の
有
す
る
影
響
と

は
無
関
係
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
時
点
で
の
額
を
相
殺
す
る
も
の
で

あ
り
、
補
助
金
が
生
産
費
別
を
節
約
す
る
効
果
を
来
た
し
た
か
百
か
は

日

問
題
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
内
務
省
は
民
営
化
企
業
の
主
張
に
反
論
し
て
部
分

残
惚
論
の
根
拠
を
ぶ
し
た
あ
と
、
附
内
企
業
(
完
全
残
惚
論
)
が
主
張

す
る
株
式
の
売
却
の
場
合
、
企
業
を
所
有
有
(
株
主
)
と
区
別
し
て
扱

一
師

、
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
見
方
に
対
し
て
特
に
反
論
を
行
っ
た
っ
補
助
金

の
部
分
的
返
却
を
認
め
る
削
茨
酬
を
構
築
す
る
た
め
に
完
全
返
却
論
を
滋

け
る
必
要
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
つ

出
郎
八
刀
残
印
問
論
の
計
算
十
刀
法

以
k
の
よ
う
に
、
尚
務
省
は
、
原
補
助
人
ホ
と
民
営
化
問
題
に
対
処
す

る
う
え
で
、
旧
民
営
化
の
事
実
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
汗
定
し
、

M
m
補
助

金
が
民
営
化
企
業
に
残
脅
す
る
こ
と
は
反
紙
不
可
能
と
主
張
し
な
が
ら
、

民
間
投
資
家
は
凶
有
余
業
を
買
収
し
た
場
合
、
買
収
側
絡
の
う
ち
、
同
相

補
助
金
の
返
却
が

a

部
合
ま
れ
る
と
認
め
た
。
民
間
投
資
家
が
凶
作
企

業
を
訂
以
す
る
た
め
に
支
払
っ
た
価
格
の
何
割
が
原
補
助
金
の
返
却
に

山
町
↑

相
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
計
算
方
法
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
た
。刊

第
A

段
階
、
同
有
企
業
の
補
助
金
対
中
l
企
業
純
側
依
の
比
率
の
算

出
一
特
定
年
度
に
配
分
さ
れ
る
補
助
金
、
対
特
定
年
度
の
企
業
純
価
値

の
千
均
比
率
で
決
定
す
る
。

第
‘
一
段
階
、
第
.
段
階
の
計
算
で
得
た
比
率

x
買
収
価
格
H

以
補
助

品
け
日
明
4

1
 
1
 

金
返
却
許
容
徴
。

第
三
段
階
、
以
補
助
金
未
償
却
分
l
原
綿
助
余
返
却
許
'
引
け
額
H

返
却

す
べ
き
補
助
金
、
つ
ま
り
、
刺
殺
関
税
の
対
象
と
な
る
原
補
助
金
の
残

悦
額
で
あ
る
。

四
、
企
業
の
事
業
再
編
と
部
分
残
留
論

川
補
助
金
・
相
殺
関
税
問
題
と
関
述
性
の
あ
る
事
業
再
編

商
務
省
は
、
民
営
化
以
外
に
原
補
助
金
及
び
相
殺
関
税
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
と
注
目
し
た
の
は
企
業
の
事
業
再
編

(gGCEm
『
?

2
2
n
z
g吃
で
あ
り
、
次
の
五
項
目
を
取
り
仁
げ
て
い
る
乙
(
郎
社
内

事
業
併
縦

(
5
5
2
2一

g弓
G
E
m
5
5
2
5
4口
開
)
、
②
吸
収
合
併
と
買

収

5
2明
白
芝
、
③
会
社
債
務
清
算
と
解
散

(
R
A
g
-
c
c芝
、
@
九
日
弁

会
社
と
無
関
係
な
民
間
会
社
に
対
す
る
生
経
絡
設
の
分
割
(
円
5
6
5

0
弓

c
ご
2
2
S
」

C
5
5
5
5
5
T
H
Z
E巳
白
色

3
g円

3
5
2、
訟

生
産
設
備
の
閉
鎖
(
円
一
o
Eお
え

P
Z
U
S
E
n
t
c
三
~
E
E
2
)
(

以
下
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
補
助
金
と
関
連
性
の
あ
る
項
げ
だ
け
を
選

別
し
て
、
商
務
省
の
部
分
残

W
A酬
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

社
内
事
業
再
編
は
、
関
係
者
間
五

E
a
官
『
江
市
と
で
行
わ
れ
た
資

政
の
移
転
で
あ
る
た
め
、
補
助
金
が
日
つ
の
実
体
(
刊
さ
さ
か
ら
他

の
実
体
(
企
業
)
に
移
転
す
る
現
象
を
指
し
、
本
中
J

の
意
味
に
お
け
る

独
L

仏
当
事
者
間
の
「
売
買
」
を
構
成
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の

械
の
事
業
再
編
の
場
合
、
そ
も
そ
も
原
補
助
金
の
返
却
と
残
税
問
題
は



生
じ
な
い
。

会
社
債
務
清
算
と
解
散
及
び
生
産
施
設
の
閉
鎖
の
場
合
、
民
間
企
業

に
対
す
る
財
産
の
売
却
は
、
解
散
と
閉
鎖
を
行
わ
な
い
で
民
営
化
が
行

わ
れ
る
状
況
に
お
け
る
悶
有
企
業
の
財
産
の
売
却
と
本
質
的
に
同
じ
で

あ
る
た
め
、
特
に
鋼
別
化
し
て
国
有
企
業
の
原
補
助
金
の
返
却
あ
る
い

は
残
留
問
題
と
し
て
扱
う
必
要
は
な
い
。

吸
収
合
併
と
質
収
が
間
有
企
業
問
士
の
関
で
行
わ
れ
る
場
合
、
売
却

の
対
象
が
あ
く
ま
で
も
悶
じ
所
有
者
(
政
府
)
の
手
に
と
ど
ま
り
、
そ

れ
以
外
の
所
有
者
に
譲
渡
さ
れ
な
い
た
め
、
民
営
化
と
絡
む
原
補
助
金

の
行
方
(
返
却
か
残
留
)
の
よ
う
な
問
題
は
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
。

完
全
残
惚
論
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
て
も
異
議
を
は
さ
む
余
地
は
な
い

と
忠
わ
れ
る
。
国
有
食
業
が
民
間
企
業
に
吸
収
、
あ
る
い
は
買
収
さ
れ

る
問
題
も
民
営
化
の
典
期
的
な
ケ
!
ス
で
あ
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
民
営
化
企
業
に
賦
課
さ
れ
る
相

殺
関
税
問
題
へ
の
一
つ
の
対
策
と
な
る
部
分
残
留
論
の
実
体
を
考
祭
す

る
上
で
、
食
業
の
事
業
向
編
の
項
目
か
ら
、
生
産
施
設
の
民
間
投
資
家

へ
の
売
却
に
絞
っ
て
議
論
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。

川
生
産
施
設
の
売
却
と
部
分
残
留
論

国
有
企
業
の
生
産
施
設
の
売
却
に
伴
、
つ
原
補
助
金
の
行
方
に
関
す
る

商
務
省
の
基
本
的
立
場
は
、
先
に
見
た
民
営
化
の
場
合
に
見
ら
れ
る
も

の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
提
示
さ
れ
た
根
拠
も
完
全
に
同
じ
で
あ

る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
原
補
助
金
は
売
却
さ
れ
た
生
産
施
設
に
一
部
残

明
叫
〕

留
す
る
と
み
な
さ
れ
て
、
相
殺
関
税
の
対
象
と
な
る
。
つ
ま
り
、
生
産

施
設
の
売
却
に
よ
っ
て
原
補
助
金
が
完
全
返
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

売
却
者
た
る
国
有
企
業
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
一
部
が
、
生
産
施
設

に
伴
っ
て
民
営
化
企
業
に
残
喫
す
る
。
商
務
省
は
、
分
割
さ
れ
る
生
産

施
設
の
単
位
と
し
て
、
販
売
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
独
立
し
て
稼
動

で
き
る
生
産
部
門
あ
る
い
は
生
産
単
位
を
挙
げ
て
い
る
。
部
分
残
留
論

に
よ
る
生
産
施
設
の
販
売
に
伴
、
つ
原
補
助
金
の
返
却
と
残
留
額
の
計
算

方
法
も
民
営
化
問
題
の
取
り
扱
い
方
法
と
悶
様
で
あ
ふ
v

以
上
の
と
お
り
、
無
差
別
完
全
残
留
論
の
代
わ
り
に
受
場
し
て
き
た

部
分
残
留
論
の
実
態
を
考
察
し
て
き
た
。
部
分
残
留
論
の
要
旨
を
ま
と

め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
民
営
化
を
め
ぐ
る
諸
事
実
の
中

か
ら
取
引
対
象
物
の
価
格
(
市
場
価
格
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
)
だ
け

を
参
考
し
て
、
原
補
助
金
の
民
営
化
企
業
内
残
留
額
(
あ
る
い
は
原
補

助
金
の
政
府
へ
の
一
部
返
却
)
を
自
主
的
に
計
算
し
、
残
留
額
の
多
少

を
商
務
省
が
決
定
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
c

部
分
残
留
論
の
も
と
で

民
営
化
の
分
析
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
民
営
化
の
内
容
が
ど

ん
な
も
の
に
な
ろ
う
と
、
原
補
助
金
の
一
部
が
残
留
す
る
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
る
。
原
補
助
金
の
一
部
返
却
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
計
算

方
法
に
は
法
的
根
拠
が
な
く
、
商
務
省
が
'
目
ら
策
定
し
た
残
珂
間
最
と
許

容
返
却
額
の
計
算
方
法
を
適
用
す
る
た
め
、
具
体
的
運
用
に
あ
た
っ
て
、

裁
量
権
が
商
務
省
に
残
さ
れ
、
か
な
り
主
観
的
、
恋
意
的
に
な
り
が
ち

で
あ
る
。

悶
有
企
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
関
商
務
省
の
初
期
の
対
応
(
白
)

二四一一一



筑
波
法
政
第
二
一
十
四
日
勺
士
一

0
0

...1同
/， 

お
わ
り
に

以
下
、
部
分
残
留
論
と
そ
れ
以
前
の
商
務
省
の
対
策
と
を
比
較
し
な

が
ら
、
中
]
綱
初
論
が
当
初
か
ら
苧
ん
で
い
た
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
当
時

残
さ
れ
た
課
題
を
一
一
小
し
て
お
く
こ
と
に
す
る

J

‘
九
八
九
年
の
メ
キ
シ
コ
石
灰
手
作
の
完
全
返
却
論
を
、
部
分
残
向
聞

論
と
比
較
す
る
と
、
前
持
は
、
民
間
投
資
家
が
取
引
対
象
の
公
正
な
市

場
制
絡
を
支
払
っ
た
こ
と
を
補
助
金
返
却
の
条
件
と
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
後
者
は
取
引
の
価
格
で
あ
れ
ば
そ
の
性
絡
を
関
わ
な
い
c

し
た

が
っ
て
、
い
か
な
る
民
営
化
の
場
合
に
お
い
て
も
残
留
論
的
結
果
が
符

ら
れ
る
c

一
九
九
一
年
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
の
完
令
残
留
論
を
、
部
分

残
留
論
と
比
較
す
る
と
、
前
者
は
、
政
府
保
有
凶
有
企
業
の
株
式
の
売

却
に
着
目
し
て
倫
助
金
の
伐
留
を
、
王
伝
し
た
の
に
対
し
て
、
後
身
は
民

営
化
の
内
容
と
関
係
な
く
、
た
だ
取
引
価
格
を
参
考
と
し
て

PM主
的
に

会
部
の
返
却
を
認
め
て
、
泌
分
残
留
の
結
果
を
得
て
い
る
。

民
党
化
の
内
的
介
を
無
視
す
る
無
ぷ
別
完
全
残
税
論
を
、
部
分
残
向
聞
論

と
比
較
す
る
と
、
前
私
自
は
民
党
化
の
事
実
を
完
全
に
考
慮
す
る
こ
と
な

く
完
全
残
切
の
結
果
を
求
め
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
民
営
化
の
内
山
什

を
無
視
し
て
、
民
営
化
取
引
側
格
だ
け
を
参
照
し
て
部
分
残
留
額
を
算

出
す
る

v

計
算
さ
れ
る
残
税
額
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
無
差
別
完

-
l
i
 

l

i

 

-
-
1
-
i
i
 

〈
士
残
惚
論
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
差
別
完

全
残
留
論
と
部
分
残
留
論
は

a

見
開
列
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
部
分
残

留
論
は
本
買
的
に
無
法
別
完
全
残
留
論
と
変
わ
ら
な
い
性
格
を
有
す
る
。

尚
務
省
は
郎
分
残
留
論
を
説
明
す
る
際
、
核
心
的
な
概
念
と
な
る
民

営
化
と
民
営
化
企
業
の
定
義
及
び
そ
の
範
凶
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
整
理

し
て
い
な
い
。
民
営
化
企
業
の
認
織
も
、
「
国
街
企
業
の
民
常
化
」
あ

る
い
は
「
国
布
企
業
の
完
全
民
収
、
ま
た
は
部
分
的
買
収
」
と
い
っ
た

一
般
的
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
国
の
閣
内
鉄
鋼
企

業
の
従
示
し
た
完
全
残
留
論
の
根
拠
は
注
目
す
べ
き
論
点
を
合
ん
で
い

る
。
同
内
鉄
鋼
企
業
は
詳
制
な
論
説
を
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
民
営
化

と
い
う
一
般
概
念
で
は
な
く
、
企
業
を
所
有
者
と
異
な
る
実
体
的
存
主

で
あ
る
と
区
別
し
て
意
識
し
、
株
式
の
光
却
は
補
助
金
と
無
関
係
で
あ

る
と
い
う
根
拠
を
挙
げ
て
補
助
金
残
留
論
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
対

し
て
、
尚
務
省
は
相
殺
関
税
の
文
脈
に
お
い
て
食
業
と
所
有
債
を
区
別

し
て
扱
、
つ
必
裂
は
な
く
、
親
会
社
と
子
会
社
の
樹
立
制
を
持
ち
出
し
て
簡

単
に
反
論
し
た
だ
け
で
あ
る
。
国
布
企
業
に
夏
父
付
さ
れ
た
補
助
金
の
民

営
化
後
の
行
方
を
考
え
る
仁
ゼ
、
企
業
と
所
有
帆
引
を
区
別
し
て
扱
う
必

要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
と
し
た
ら
何
な
の
か
、
そ
の
後
の
課
題

と
し
て
残
さ
れ
た
。

商
務
省
は
完
余
返
却
論
を
批
判
し
て
部
分
残
税
論
を
主
張
す
る
に
あ

た
っ
て
、
法
的
に
明
文
規
定
が
な
い
根
拠
を
一
一
一
点
取
り
上
げ
た
、
し
か

し
、
明
文
規
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
務
省
の
示
し
た
根
拠
は
、



相
殺
関
説
の
慣
行
と
し
て
容
認
さ
れ
て
い
る
c

例
え
ば
、
き
干
潟
n
z
豆
諸

補
助
金
の
時
間
的
配
分
、
補
助
金
の
使
用
効
果
忠
一
社
不
要
論
、
な
ど
い

ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
む
問
題
は
民
党
化
と
い
、
つ
事
実
の
も
と
で
、
こ
れ

ら
の
議
品
川
は
民
営
化
企
業
に
補
助
金
が
妓
留
す
る
と
主
張
す
る
う
え
で

ト
分
な
安
中
1
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
、
中
I
時
の
氏
常
化
企
業
も

取
引
対
象
物
の
市
場
側
絡
の
反
映
は
繍
助
金
返
却
の
根
拠
に
な
る
と
主

張
し
て
い
る
が
、
有
力
な
法
的
議
論
を
日
開
閉
し
て
い
な
か
っ
た
な
ぜ
、

民
常
化
が
独
立
当
事
詐
間
取
引
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
場
合
、
民
心
打
化

企
業
の
投
資
家
が
売
却
対
象
の
公
正
な
市
場
悩
絡
を
政
府
に
支
払
っ
て

い
れ
ば
、
原
補
助
金
は
民
営
化
企
業
に
残
惚
し
な
い
と
一
ず
え
る
の
か
、

こ
の
よ
う
な
主
張
は
民
常
化
の
内
容
と
無
関
係
に
妥
当
併
を
有
す
る
の

か
、
と
い
っ
た
陀
巡
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
九
三
年
七
月
か
ら
一
一

0
0
0
年
一

O
月
に
か
け
て
、
商
務
劣
は
、

同
心
企
業
の
民
党
化
と
絡
む
相
殺
関
税
問
題
の
対
策
と
し
て
、
部
分
残

情
論
を
八
年
以
上
適
用
し
た
ヘ
一
部
分
残
惚
論
の
妥
当
性
を
め
ぐ
っ
て
、

数
多
く
の
米
問
内
川
法
裁
判
所
の
判
例
と

G
A
T
T
-
W
T
O
の
紛
争

解
決
の
判
例
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
〉
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題

に
対
す
る
尚
務
省
の
初
期
対
応
の
小
で
伐
さ
れ
た
課
題
は
筏
心
的
な
ぷ

点
と
な
っ
て
い
っ
た
c

注(
l
w

以
ト
、
係
機
助
金
と
略
記
す
る
、

(
2
)

こ
の
間
践
に
関
す
る
米
M
M際
貿
易
絞
判
所
の
最
新
の
判
例
に
つ
い
て
、
参

町山、
Z
5
0
2
)
M
v
e

の↓回目
(
M
{
5
N
)
白合吋山口(叫(さ
M
)
a

〉師、円一
(
M
(
さω
y

〉出
4

Z

(M{
とど〉}}ぬ
mFnリロ
v-

「(い日
E
C
M
}

〉一一。
m
F
0
3
て『同町
(
M
(耳
}
M
)

「

3
)

こ
の
間
川
州
唱
に
開
閉
す
る
W
T
O
紛
争
解
決
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
、
参
問
問
、

4

4

0

目J
5
0
一回
A
U
C
2
{
己的
M
-
M
y
t
r
、叶
C
〉
回
目
。
明
言
旦
(
口
出
N
-
M
)

F
i
)

川
附
有
企
業
の
川
氏
常
化
と
交
鈎
す
る
刺
殺
問
後
問
題
の
背
段
、
構
造
的
ね
徴
に

つ
い
て
、
州
稿
参
照
、
白
川
-
A
O
d
O
て
)
、

-
i
l

一
同
氏
。

(

一

k
d
)
H
L
2
R
E
o
へ
き
ミ
2
5こ
~
亡
翌
と
e

(
互
先
行
研
究
も
メ
キ
シ
コ
石
以
降
口
叩
相
殺
関
税
事
件
は
汚
問
題
が
表
耐
化
し
た

最
初
の
事
例
で
あ
る
と
見
て
い
る

n

参
照
、

p
g丘一二
S
S占勺乙一
N
F
m
Z
2
ι

(}喧下山品}甘れい唱凶

(τ"7/i}

ト主司ミ言w三ミミ吋守ミ芯ミ宍
2ベ

(
8
)

∞。
3コ完∞己一の師係叩補叫助叫人余点は
1
円
に
い
汽
、
今
九
八
-
一
年
か
、
ら
句
メ
キ
、
シ
ン
コ
政
山
府
引
の
陥
従
椛
供

し
た
出
資
(
尚
務
省
は
、
九
八
一
年
か
ら
∞
言
。
の
と
を
同
料
品
目
価
値
の
な
い

(56

2
E
q哩
。
号
可
)
へ
札
業
と
認
定
し
た
て
附
有
引
油
会
打

3
3
2
に
支
払
う
べ
き

燃
料
相
官
の
滞
納
(
細
川
利
γ
払
貸
付
と
み
な
さ
れ
た
)
、
と
他
の
俊
遇
さ
れ
た
貸
付

な
ど
で
あ
す
た
、
ロ
ミ
n
E
さ
と
之
内
ベ
~
士
、
ミ
ヨ

~s-
可一吋
UAM-

(ハサ可)』い之、司、々
、、刊誌、町ト
h
R
N
1
L
H
R
S
「

~
tみ
も
」

へ川山)仙制点心
vf
事
行
間
取
引
の
法
的
島
日
品
川
時
に
つ
い
て
参
照
、
川
山
中
士
九
九

}g伯仲
E
C
E
E
5
0
2
芭・

2
〆一
B
加
予
言

2
と
い
う
柄
引
日
、
ベ
コ
一
山
口
一

(
日
)
ト
ミ
百
九
三
ヨ
ミ
失
丘
町
ミ
ミ
t
k
S
尋問》コ山山川

{
ロ
)
目
立
ハ
一
二
百
コ
w
m
t

(
刊

M
)

】
宮
島

}
、
缶
百
以

附
有
企
業
の
災
件
化
と
交
錯
す
る
抑
制
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
附
尚
務
省
の
初
期
の
対
応
(
白
)

a

一間.九



筑
波
法
政
第
三
十
四
号
(
ニ

0
0

(
M
)
g
E
a
 

(
江
川

)
F
E

(
間
)
こ
れ
以
外
に
、
商
務
省
は
、

r
s
E一
の
市
場
価
格
に
つ
い
て
、
最
も
案
要

な
許
制
尺
皮
は
企
業
の
純
価
値
、
あ
る
い
は
純
財
産
の
よ
う
な
客
観
的
な
詳
価

指
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
る
必
裂
は
な
く
、
複
数
の
要
素
が
企
業
の

市
場
価
格
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
と
認
め
て
、
数
霊
化
す
る
に
は
倒
難
な
企
業

売
却
の
外
部
環
境
と
し
て
イ
ン
フ
レ
、
鵬
眠
気
後
退
、
銀
行
利
率
の
変
動
な
ど
を

挙
げ
た
。
一
F
E・

(
げ
)
例
え
ば
、
メ
キ
シ
コ
政
府
が
民
間
投
資
家
に
要
求
し
た
一
康
一
周
維
持
と
設
備
投

資
義
務
な
ど
不
利
な
条
件
、
製
品
の
売
れ
行
き
、
師
。
お
宮
と
の
深
刻
な
財
務
状

況
、
生
産
施
設
の
技
術
的
水
準
、
民
営
化
後
の
リ
ス
ク
な
ど
で
あ
る
。

F
E
-

(
叩

M
}

目

F
E
a
百コヨ

(ω)
完
全
返
却
論
の
特
徴
は
、
民
営
化
に
よ
っ
て
原
補
助
金
が
政
府
に
返
却
さ
れ

る
こ
と
を
主
張
し
、
民
営
化
企
業
に
時
間
留
す
る
こ
と
を
一
切
認
め
な
い
点
で
あ

る
。
参
照
、
白
(
二

O
O
二
)
、
一
五
百
問
。

(
鈎
)
受
援
者
利
益
説
と
は
、
補
助
金
の
存
否
を
判
断
す
る
考
え
方
の
一
つ
で
あ
り
、

「
財
政
負
担
説
」
と
対
立
す
る
発
想
で
あ
る
。
財
政
負
扱
説
は
、
政
府
が
食
器
飛

に
「
資
金
面
で
の
貢
献
」
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
政
樹
失
を
蒙
る
場
合

に
限
っ
て
、
補
助
金
が
存
寂
す
る
と
考
え
る
。
主
に

E
Uと
日
本
が
こ
の
立

場
を
堅
持
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
受
縫
者
利
益
説
は
、
補
助
金
の
存
沼
町
は
政

府
の
財
政
損
失
の
有
無
と
関
係
な
く
、
政
府
の
行
為
(
資
金
阪
で
の
賞
献
)
に

よ
っ
て
企
業
が
市
場
条
件
を
超
え
る
利
援
を
得
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
補
助
金

が
存
寂
す
る
と
主
張
す
る
。

(
幻
)
門
ミ
ヨ
骨
-
富
山
町
内
向
ご
ざ
童
子
高

K
S
へ
』
還
と

(
判
叫
)
関
有
企
業
の
民
営
化
以
前
の
経
営
形
態
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
参
照
、
途

二
四
六

山
二
九
八
七
)
、
一
五
七
一
五
八
資
。

(
幻
}
内
会
句
会
。
湾
同
首
え
一
司
d苦
嗣
宅
情
弘
、
足
「
『
m
u
h
u』
'

(鈍

)
p
s
S
M旬、ぇ
LHTSME九
時
包
ミ
還
と
e

唱・会一∞
u
・
米
関
内
鉄
鋼
食
業
は
民
営

化
の
内
容
に
即
し
て
完
全
残
留
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
政
府
保
有
株
式

を
売
却
す
る
こ
と
は
企
業
の
財
務
状
況
及
び
補
助
金
に
影
響
を
与
え
な
い
の
か

に
つ
い
て
詳
細
な
論
拠
を
提
示
し
な
か
っ
た

3

(お
)
g
E
e
米
閣
内
鉄
鋼
企
業
は
、
さ
ら
に
、
原
補
助
金
は
政
府
が
株
式
を
保
有
し

て
い
た
と
き
に
相
殺
可
能
で
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
政
府
が
株
式
を
売
却
し
て
か

ら
相
殺
不
可
能
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
商
務
省
が
明
白
に
説
明
し
て
い
な
い
と

追
及
し
た
。

(
お
)
阿
古
島

-e

司
』

J

コ∞品・

(
幻
)
目
立
色
・
門
リ
む
込
書
柄
町
内
ミ
LTWEur--
ミ
2
ミ
還
と
の
仮
決
定
は
h
u

司
~
5
P
E
3
a
b
A喝さ
-a

さ
さ
き
司
会
、
き
?
叫
言
え
L

干
3

2

h
ミ
民
主
ミ
還
と
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と

は
、
当
仮
決
定
に
お
い
て
、
商
務
省
は

S
S
A
B
の
見
直
し
要
求
を
受
け
入
れ

て
、
株
式
の
売
却
に
よ
る
部
分
的
民
常
化
の
紡
巣
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
の
保

有
す
る

S
S
B
A株
式
の
一
一
一
分
の
一
の
減
少
(
売
却
)
に
よ
っ
て
、
民
営
化
以

前

S
S
A
B
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
も
一
一
一
分
の
一
の
割
合
で
返
却
さ
れ
た
と
決

定
し
て
い
た
の

(
お
)
目
立
与

e-uh-MAお・

{
M
U
)

問

F
z
z
e
E
2
3
ε
・司

-SAH山内。
2
0
=
{司

3
3・
司
・
ロ
コ
・
先
行
研
究
は
商
務
省
の

見
直
し
決
定
の
結
巣
だ
け
を
見
て
、
民
営
化
の
内
等
と
補
助
金
と
の
関
係
に
つ

い
て
深
く
考
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
初
)
一
九
九
二
年
に
は
民
営
化
企
業
に
相
殺
関
税
を
賦
課
す
る
商
務
省
の
最
終
決

定
が
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
相
殺
関
税
調
資
の
仮
決
定
は
十
五
件
も
発
表
さ

れ
て
い
る
。
十
五
件
の
相
殺
関
税
調
官
官
は
、

a

一
つ
の
段
階
に
分
か
れ
て
実
施
さ



れ
た
の

(
幻
)
一
九
九
二
年
の
十
二
月
、
他
の
十
二
仰
の
民
営
化
と
絡
む
相
殺
関
税
仮
決
定

も
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
仮
決
定
に
お
い
て
穣
成
さ
れ
て
い
た
部
分
残
税
論

は、

4

九
九
一
一
一
年
の
七
月
に
発
表
さ
れ
る
相
殺
関
税
決
定
に
お
い
て
正
式
に
披

露
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
刊
品
}
岳
、
ぎ
ヨ
常
時
『
h
J
S
M
S
内
害
時
竜
也
史
認
乱
。
吉
ミ
喝
官
凶
行
わ
町
、
守
S
M
旬
、
え
B
a
s

司
書
道
町
内
ミ
唱
m
M
M
T
内
aさも誌同『内向LF3・2芯
C
m、ヨ
EE-
「~川相川町トご司

(
お
)
こ
の
一
一
一
件
の
相
殺
関
税
最
終
決
定
に
お
い
て
、
商
務
省
は
民
営
化
の
客
観
的

内
容
(
補
助
金
で
具
体
化
さ
れ
た
生
蔵
施
設
を
合
む
企
業
財
産
の
売
却
か
、
そ

れ
と
も
生
産
施
設
と
無
関
係
と
さ
れ
る
、
企
業
所
有
権
、
つ
ま
り
政
府
保
有
株

式
の
売
却
な
の
か
)
を
分
析
せ
ず
に
完
全
残
向
聞
論
を
展
開
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

本
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
商
務
省
の
対
応
方
法
を
無
援
別
完
全
残
留
論
と
名

づ
け
る
。
無
常
九
別
と
は
、
民
営
化
の
内
務
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ

れ
と
関
係
な
く
補
助
金
が
完
全
に
民
営
化
企
業
に
残
留
す
る
と
主
張
す
る
立
場

を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
完
全
残
留
論
的
な
結
巣
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
の
時
の
完
全
残
向
聞
論
か
ら
見
る
と
即
時
質
な
も

の
で
あ
る
。

{
M
A
}
《
リ
ミ
ヌ
ぎ
3
M宥
A
L
'
H
V
。
書
芸
句
史
ミ
電
弘
司
言
抽
込
書
「
~
由
也
』
』
・

G
A
T
T
-
W
T
O

の
紛
争
解
決
の
場
で
一
一
聞
も
取
り

t
げ
ら
れ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
民
営
化
金
業

に
相
殺
関
税
を
賦
課
す
る
商
務
省
の
決
定
で
あ
っ
た
。
一
九
九
問
年
特
殊
鋼
相

殺
関
税
事
件
は
、
門
内
Pリνミヨ尋守ぎ。
2泡』拘智町可E『冒町ミ同、守勺J、喜。珪吋翠F常処門
q安」云=

T
T適
法
性
(
ご
一
九
七
九
年
補
助
金
協
定
も
A
合
凸
め
て
)
を
争
つ
た
も
の
で
あ
り
、

門Pυν応、込F。
s誌~M町青E吋え~司守、苦。s苦刊

豆
E寄内【安」云芯
EEh良号同百内ミt
』尽円chミ=喜、諸蒜陶喝抽札§。呈ヘミ~唱遺唱』と」に対する行政見斑し

(
ご
一
九
九
五
年
、
一
九
九
六
年
、
一
九
九
七
年
)
の

5
C
M協
定
適
合
性
を
争
っ

た
の
は
一
九
九
九
年
特
殊
鋼
相
殺
関
税
事
件
で
あ
っ
た
。

(お

)
-
t
M
P司
司

-
S
M
∞
-
a
M
S

(間山)同町田品・

(幻

)
g
E
-

(

刊

岬

)

目

F
E
-

(
叩
抑

)
-
e
E・

(
紛
)
米
関
関
内
鉄
鋼
企
業
は
、
民
営
化
の
内
務
を
政
府
保
有
株
式
の
売
却
に
過
ぎ

な
い
も
の
で
あ
り
、
政
府
保
有
株
式
の
売
却
は
補
助
金
の
行
方
と
無
関
係
で
あ

る
と
い
い
な
が
ら
、
民
営
化
の
達
成
方
法
を
独
立
当
事
者
間
取
引
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
と
主
眼
慨
し
て
い
る
が
、
民
営
化
の
方
法
の
議
論
は
、
民
営
化
の
内
容

が
補
助
金
で
具
体
化
さ
れ
た
財
産
を
含
め
て
は
じ
め
て
意
義
を
有
す
る
た
め
、

原
補
助
金
の
行
方
を
議
論
す
る
う
え
で
民
営
化
の
内
容
と
方
法
の
関
係
に
つ
い

て
混
乱
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

(
M
M
)
【
リ
ミ
ぎ
忍
同
育
、
~
昭
、
込
書
芸
偽
匂
誌
を
k
h
h
3
h
k
ミ
ミ
『
~
由
主
w
l
w
F
-
u
-
u
E
M
凶
申
i
m
w
M
犬
}
・

(刊叫

)
-
E
3苓
-
B
M
A
Z
Y
S土
-

(
刊
日

)
-
f
E
9
苛
小
国
土
・

{
付
)
商
務
省
の
欄
開
示
し
た
根
拠
は
い
ず
れ
も
原
補
助
金
の
存
症
の
正
確
な
立
証
結

果
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
常
化
企
業
に
つ
い
て
、
民
営
化
の
事
実
に
基

づ
い
て
補
助
金
存
資
を
立
証
す
る
こ
と
を
般
市
日
し
て
い
る
。

(
K
W
)

商
務
省
は
B
S
C
に
交
付
さ
れ
た
際
補
助
金
の
行
か
を
検
討
す
る
際
、

B
S

C
の
U
E
S
へ
の
生
巌
施
設
の
市
場
価
怖
に
よ
る
売
却
を
考
慮
し
た
と
す
れ
ば
、

メ
キ
シ
コ
事
件
と
閃
様
な
結
論
を
得
た
は
ず
で
あ
る
。
民
営
化
取
引
の
実
情
か

ら
見
て
、
メ
キ
シ
コ
事
件
の
ほ
う
が
や
や
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
奇
め
な
い
が
、

法
本
的
に
食
業
制
緩
の
売
却
で
あ
る
点
で
本
件
の
民
営
化
の
事
実
と
変
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

{
必
)
当
時
、
無
差
別
完
全
残
税
論
を
適
用
し
た
商
務
省
の
相
殺
関
税
決
定
は

C
I

鴎
有
企
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
閣
総
務
省
の
初
期
の
対
応
(
白
)

二
関
七



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
四
号
(
二

O
O
三
)

T
の
司
法
審
査
を
受
け
て
い
た
。
後
に
述
べ
る
号
君
主
雪
量
さ
守
司
s
k
h
H
M
R
え

司
、
ミ
宮
内
号
司
、
。
主
旨
足
、
宮
ミ
さ
と
の
発
表
後
、
商
務
省
は

C
I
T
に
事
件
の
濯

渓
し
を
嬰
求
し
、
一
九
九
一
一
一
年
十
月
に
公
布
し
た
笈
戻
し
決
定
の
中
で
、
一
九

九
一
一
一
年
一
月
の
無
差
別
完
全
残
留
論
を
適
用
し
た
一
一
一
件
の
相
殺
関
税
決
定
を

。
喜
雪
ミ

P
室
内
旬
、
世
可
ミ
ミ
貨
の
主
旨
に
適
合
す
る
よ
う
に
修
正
し
て
い
る
。

河
内
E
s
k
b
号
S
E
E
S
-
安
否
5
M
『
需
主

3e号
、
。
ヨ
司
、
2
2
ミ
唱
唱
同
町

河
内
沼
昌
混
乱
己
主
主
苦
言
ミ
宮
、
司
川
町
民
、
安
謹
旬
、
2
~
3
4
S
R
E
L
E
T
2
s
C
2
S
E
辺
司
へ
~
唱
唱
凶
行

河
内
-
E
ミ
巴
2
3
言
『

5
・
内
リ
む
さ
も
お
同
町
内
角
~
亨
宮
崎
言
語
、
。
吉
宗
内
ま
吉
弘
』
円
相
キ

色
。
ョ
ミ
m
e
i
ご
・
こ
れ
ら
の
法
的
文
脊
は
い
ず
れ
も
未
公
開
で
あ
る
。

(
円
引
)
十
一
一
件
の
相
殺
関
税
決
定
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
o
h
号
、
こ
J
6
S
R
号
、
.
2
司

』
E
H
3
h
b
ミ
m
x
u
i
w
」
h
M
百
三
、
喜
久
片
足
立
戸
干
-
R
U
ヨ
国
え
な
定
遣
「
』
明
XHa
凶
行
旬
、
え
可
s
s
h
n
同
九
四
t

存。吉

田

E
N
E
ミ
M
M
U
L
W
」
~
伺
同
町
内
~
可
否
舎
内
号
『
v
・
。
道
明
、
室
内
リ
ミ
唱
ご
」
~
同
言
内
~
可
否
h
h
h
内
号
、
。
遣

。
句
、
話
。
ョ
『
』
暗
唱
l
w
守
山
町
胃
ミ
司
、
言
。
民
民
内
号
、
ぎ
吾
、
吉
守
ミ
m
w
p
w
」
U
M
町
青
色
、
、
バ
ミ
ミ
n
E
L
『
ぎ
吉

同
色
、
言
「
~
唱
唱
L
W
T
M
官
民
~
可
、
え
た
S
H
T
。
菖
ミ
E
h
h
d
ミ
唱
唱
』
行
同
青
色
、
さ
礼
宮
内
同
旬
、
言
旬

、
母
宅
N
E
E
ミ
ミ
喝
さ
h
h
宮
内
』
司
、
。
九
賢
岳
、
R
蓄
を
え
き
ミ
還
と
・
~
明
同
町
内
~
司
、
。
止
さ
旬

、
s
-
M
W
U
S
雪
之
さ
と
・
M
E
ミ
ミ
ミ
E
n
岳
、
。
菖
『
E
R
E
-
n
h
』
円
宮
崎
色
。
ョ
「
』
唱
ご
」

(
叫
叩
)
同
可
m
A
可
否
乱
売
号
、
。
宮
、
世
史
h
R
Z
Q
之
官
唱
と
・

(
羽
)
以
下
、
』
町
内
氏
、
喜
弘
之
内
岩
手
。
君
、
曲
5
2
R
C
2
ミ
ミ
Z
R
E
』
司
ミ
ミ
Z
『
』
宮
山
町
』
」

と
引
用
す
る
。

(
卯
}
完
全
残
留
論
を
要
求
す
る
閣
内
鉄
鋼
食
業
と
完
全
返
却
論
を
要
求
す
る
民
営

化
企
業
と
そ
の
政
府
。

(
一
ば
)
こ
こ
で
説
明
す
る
完
全
残
留
論
の
主
張
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
鉄
鋼
事
件
に
限

ら
ず
、
十
二
件
の
鉄
鋼
経
口
聞
の
相
殺
関
税
事
件
と
利
害
関
係
を
有
す
る
米
関
関

内
鉄
鋼
企
業
全
体
の
主
張
を
代
表
す
る
。

(
ロ
)
同
町
内
角
之
、
、
2
E

二
四
八

司
凶
吋
M
U申・

(
悶
叫
)
同
豆
島
・

(
口
川

}
-
V
M品

(
問

ω
)
-
v
E

(

日

刊

)

問

FE'

(幻

)
F
E
4
司
-M叶
M
A
8
・

(
四
四
)
同
豆
島
・

(
ω
)
g
E・

(ω)
民
営
化
企
業
は
湖
務
省
の
過
去
の
実
行
と
し
て
メ
キ
シ
コ
鉄
鋼
事
件
を
挙
げ

る
だ
け
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
鋼
事
件
の
決
定
に
触
れ
て
い
な
い
。
民
営
化
の
事

実
と
し
て
、
企
業
の
完
全
民
営
化
と
部
分
的
民
営
化
を
意
識
し
て
い
る
が
、
株

式
売
却
と
補
助
金
返
却
効
果
の
関
係
を
正
耐
か
ら
問
答
し
て
い
な
い
。

(
川
町
)
相
殺
可
能
な
利
益
(
2
5
胃
ヨ
色
ち
庁
回

go出
宮
)
の
性
質
に
つ
い
て
、
商
務

省
は
3
c
-
∞
・
門
リ
闘
志
ゴ
(
同
)
(
〉
)
(
ロ
)
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。

(
目
出
)
商
務
省
は
さ
ら
に
、
米
関
の
柑
殺
関
税
法
規
定
の
着
服
点
は
、
外
聞
政
府
の

補
助
金
が
経
済
資
源
を
米
関
に
輸
出
さ
れ
る
産
品
の
生
産
に
配
分
す
る
こ
と
を

誘
導
し
、
市
場
に
よ
る
資
源
配
分
過
程
の
歪
曲
化
の
防
止
に
賢
か
れ
て
い
る
、

と
補
足
し
て
い
る
。
。
内
定
、
ミ
Z
E
令
官
内
ミ

zム
川
崎
丘
、
、
。
民
需
号
司
、
。
語
、
品
号
、
2
S

『』唱喝hwト
-
u
い
斗
M岱
?

(
m
m
)
3
c
m
'
話
2
ヨ
ヨ
伺
補
助
金
の
性
怯
閣
を
理
解
す
る
上
で
、
規
則
的
に
交
付
さ
れ
る

補
助
金
と
比
較
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
一
一
側
に
し
て
莫
大
な

金
額
に
上
る
補
助
金
を
企
業
に
交
付
す
る
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
税
金
免
除

の
よ
う
な
補
助
金
の
場
合
、
交
付
さ
れ
た
年
度
に
限
っ
て
相
殺
す
れ
ば
相
殺
関

税
の
目
的
を
達
成
で
き
る
が
、
ロ
S
'
B
n
言
語
d
m
補
助
金
を
一
年
間
に
相
殺
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
非
合
狸
的
で
も
あ
る
。
宮
中
苫
2
2
B
m
補
助
金



を
ぬ
定
年
数
(
関
述
応
業
の
持
続
施
設
の
附
mm
年
数
)
に
わ
た
っ
て
配
賦
す
る

こ
と
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
争
い
は
な
い
い
問
題
は
こ
の
諭
点
を
補
助
金
即
時
税
局

の
妥
中
ー
な
根
拠
と
し
て
ど
こ
ま
で
援
問
で
き
る
か
で
あ
る
の
疎
地
制
的
に
は
川
氏
常

化
が
守
政
施
設
の
鮒
周
年
数
が
過
ぎ
て
か
ら
〆
れ
わ
れ
た
場
合
、
相
仰
殺
関
税
の
問

題
は
発
生
す
る
可
能
怜
は
低
い
と
行
え
る

(
山
川
)
~
明
、
向
、
ぇ

3
2
F
R
2
3昔
、
こ
』
~
=
ご

E

C

2
号
、
ミ

P
S
E
』
ミ
司
E
rベ
ヘ
~
色
申
ー
と

古
凶
斗
叫
A
M
M

(
戸
川
)
商
務
省
は
、
相
殺
関
税
の
拡
本
的
袋
件
を
i

ぺ
止
め
る
志
向
」
国
内
四
一
ミ
斗
(
岱
)
を
、

補
助
金
交
付
後
の
彩
響
は
初
殺
関
税
の
法
的
姿
件
と
無
関
係
で
あ
り
、
民
常
化

の
事
実
を
無
視
し
て
民
党
化
企
業
に
相
殺
関
税
を
賦
課
で
き
る

t
な
法
的
保
拠

と
し
て
紋
霞
付
け
て
い
る

(
山
間
)
高
間
務
省
は
、
相
殺
関
税
法
規
定
、
立
法
史
、
バ
法
議
交
の
尚
品
目
見
を
引
用
し
て

い
る
'
司
、
、
と
可
さ
弘
之
内
、
，

m
i
E
s
bミ
コ
ロ

C
2
2ミ
?

芸

2

』
ミ
高
空
~
z
三
宮
山
ミ
~
・

甘
い
吋

M
5
N

(
m
川
)
ぎ
と
4

官三
M
g
U
3
U
F
M

(ω
開
)
山
間
務
省
は
次
の
よ
う
に
以
ん
酬
を
行
っ
て
い
る
〉
ま
ず
、
・
企
業
の
所
釘
者
に
と
っ

て
、
企
業
の
財
務
悩
況
は
完
全
無
関
係
な
作
在
で
は
な
く
、
株
主
の
投
資
収
υ
併

に
対
す
る
期
待
を
‘
新
し
く
設
ん
抗
さ
れ
た
会
社
(
民
営
化
合
業
)
の
収
議
悦
か

り
切
り
線
す
こ
と
は
で
き
な
い
~
次
に
、
維
が
補
助
金
か
ら
利
畿
を
待
て
い
る

の
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
川
じ
経
営
実
体
の
.
部
と
な
る
総
会
社
と
子

会
社
を
附
一
視
し
、
被
助
会
を
配
賦
す
る
上
で
両
者
を
特
に
um
別
す
る
必
焚
が

な
い
さ
ら
に
、
会
村
と
所
街
行
間
に
興
な
る
点
が
あ
る
こ
と
を
待
定
し
な
い

が
、
民
党
化
と
州
知
殺
関
税
の
文
脈
に
お
い
て
い
然
視
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

(ω}
同
時
補
助
金
の
残
州
問

Hmω
計
算
方
法
に
つ
い
て
法
的
根
拠
が
な
い
こ
と
を
よ
間
務

省
も
認
め
て
い
る
尚
務
付
は
・

m有
余
業
資
収
倒
的
問
の
例
制
が
原
補
助
金
の

返
却
に
相
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
関
税
法
、
交
法
史
、
判
例
法
の
い
ず
れ
も

明
機
な
街
針
を
提
供
で
き
る
も
の
は
な
い
、
と
明
言
し
て
い
る
己
主
、
こ
よ
と

2
5

明
コ
ミ
之
』
ミ
J
Z
Z
R
h
C
2宅
、
ぬ
~
』
phhh2h
』
~
ミ
2
m
k
p
ミ
℃
tpw」
円
以
》
叶
M
5
M・

(
刊
川
)
補
助
金
交
付
か
ら
民
党
化
が
達
成
き
れ
る
ま
で
の
期
間
に
限
定
し
て
川
村
悼
す

るひ

、
円
川
)
」
町
、
内
A
L
3
d
R
b
R
=

可
否
喜
』
足
旬
、
コ
ミ
-
C
2
X旬
、
耐
え
ケ
主
主
』
百
百
室
内
btH
ミ
喧
唱
と
-

官
-u
山
叶

M
5
U
凶

J1Nか
か
a

(
門
〕
)
尚
務
省
は
同
ト
刊
企
業
の
生
産
施
投
の
民
間
企
業
へ
の
売
却
と
附
有
企
業
の
川
町

常
化
(
部
分
的
民
常
化
)
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
が
、
川
川
有
余

栄
と
そ
の
財
産
が
民
間
投
資
家
に
買
収
さ
れ
た
ケ

l
ス
に
お
い
て
、
川
門
ト
付
余
栄

あ
る
い
は
そ
の
財
市
川
を
減
収
す
る
日
日
常
化
企
業
に
阪
補
助
金
が
伐
刈
附
す
る
か
ポ
刊

か
と
い
う
諭
点
か
ら
す
れ
ば
、
耐
川
行
を
ぽ
別
し
て
叫
問
、
?
門
中
味
は
不
明
で
あ
る
じ

(
刀
)
同
、
町
内
也
、
さ
え
た
町
立

3
3主

L
2
-
4
2
R
C
2毛
主
~
?
一
胡
旬
、
2

』
ミ
也
、
、
一
氏
九
町
三
官
官
'wF

甘
一

wJ可

MAtJ可

(
引
っ
例
え
ば
、
一
人
け
の
ト
ラ
ァ
夕
、
あ
る
い
は
機
械
設
備
、
-
械
の
悠
物
の
光
州
却

と
い
っ
た
一
本
細
財
停
の
処
分
を
問
題
に
し
て
い
な
い
ヮ
目
立
子
セ
ゴ

N
2

(
九
)
計
算
の
第
一
段
隣
で
は
、
生
産
施
設
を
先
却
す
る
閣
の
余
殺
の
以
補
助
令
か

ら
被
売
却
資
践
に
没
透
す
る
泌
分
を
算
出
す
る

ν

こ
の
数
偵
を
得
る
た
め
に
、

光
却
さ
れ
る
資

3

肢
の
価
値
に
対
す
る
企
業
人
王
資
産
の
側
偵
の
比
キ
を
算
出
す
る

必
要
が
あ
る
一
こ
の
比
本
を
本
準
に
M
間
有
企
業
の
以
補
助
金
の
被
光
州
却
資
践
に

没
透
す
る
級
を
算
出
す
る
第
二
段
燃
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
内
売

却
側
格
の
何
割
が
被
光
州
却
資
産
に
川
氏
透
し
た
補
助
金
の
返
却
に
粉
巾
ー
す
る
か
を

算
出
す
る

η

年
度
ご
と
の
補
助
金
対
そ
の
年
皮
の
会
初
印
刷
似
の
比
本
×
売
却
価

絡
日
補
助
金
許
符
返
州
却
制
山
第
一
一
段
隣
で
は
、
被
売
却
財
政
に
残
留
す
る
総
助

金
微
を
算
出
す
る
汁
副
総
ぷ
は
次
の
通
り
で
あ
る
3

被
告
冗
却
資
必
に
泌
透
す
る

出
有
企
業
の
民
営
化
と
交
錯
す
る
相
殺
関
税
問
題
に
対
す
る
米
関
a

尚
務
省
の
初
期
の
対
応
(
山
口
)

問
}L 
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